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嶺
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光
に
対
し
鵜
も
特
性
あ
る
を
謎
め
､
他
生
種
は
短
口
に
よ

っ
て
開
花
な
半

め

~
長
日
に
よ
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催
迦
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･膏
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茄
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帝

t
表
に
よ
れ
ば
紳
助
rJ)碍
笛
成
育
',)の
間

に
攻
の

･Tlせ
.ゼ
随

し

.

二

照
桝
特
別
の
聴
加
に
件
ひ
て
蔚
仇.T
草
丈
は
減
少
す
.
短
H
pr)
な
れ
ば
折
の
長
ru
は
肘
蜘
す

れ
,3'も
州
暗
闇
潤
明
は
勝
り
に
旭
日
に
て
成

育
に
苫
あ
り
｡
緒
め
L.1
八
畔
開
祖
桝
よ
り
も
苗
の
灼
か
き
こ
Jr)あ

り
O

二
､
長
日
肘
朋
は
大
嘩

一紙
､
牧
内
支
場
早
生
十
六
兆
,1
於
て
苗
り
分
雄
一ぜ
将
帥
す
る
仰
向
あ
り
｡
他
の

川
品
隆
に
て
は
苗
の
判
肌
内
に
は

之
を
認
め
ず
O

攻
に
苗
の
態
色
､
性
状
.ゼ
駅
東
し
た
る
に
次
の
節
理
な
SlrJ,め
た
り
)

一
'
踊
ISj
時
制
が
相
加
す
る
に
維
ひ
染
色
は
択
抜
.rJな

り
､
苗
は
.i=q
健
な
り
｡

二
.
湖
畔
=日
賦
叫
に
T
は
苗
の
榊
に
枯
死
し
蛇
は
本
m
移
柏
後
に
桔
北

す
る
が
故
に
川
帖
肌
州
別
は
爪

の生
育
に
糾
し
=-
:桝
過
少
な
り
O
八

桁
の
フ
ォ
ト
べ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
脚
す
ろ
･釈
放
的
的
究

(約

t
鞘
)

〓
ハ
七
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の
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ヂ
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ム
に
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す
る
米
駿
的
研
究
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一
朝
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時

制

~

一
二
時
間
ー
二
川
時
間
順
桝
の
仲田
は
本
EB
に
て
よ
-
成
熱
す
O

要
す
る
に
照
明
時
間
長
さ
稚
苗
は
餌
-
1
分
確
大
'
垂
色
温
-
し
て
健
全

,1成
育

㌻
｡

右

S苗
々

ば
柑
十
五
日
間
苗
代
に
適
き
て
六
月
廿
二
日
に

1
衝
に
拭
き
取
り
去
及
分
薙
数
を
調
充
し
た
ろ
結
果
は
第
二
衣
の
t如
し
｡
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*
淵
!i
5
.瑞
賢
伊

X
･

ザ

精
一i
沸
藤
秦
野
iI
{
55
某
辞
か

第
二
衣
に
よ
.Jk
.は
苗
の
聞
に
捕
種
後
十
五
日
Ⅲ
種

々
の
暗
刑
始
明
P,)
I,･5
し
て
後
に
自
然
渦
明
の
紙
膿
に
師

へ
す
pJ,き
は
苗
の
生
育
上
に
起

り
た
る
孝
熊
は
抑
次
に
滑
ね
て
四
十
五
日
後

三

な
ら
ば
何
れ
･-,
傍
畔
に
近
-
な
る
こ
P')を
認
び
O
(
京
最
些

｢

三
)

久
三
十
日
附

郁
の々
障
附
g
:
朋
を
な
し
た
る
苗
も
自
然
に
節

へ
廿
は
憤
畔
に
接
近
す
る
こ
,F'前
者

,/)同
じ
O

F
_
十
.<
口
仙
頗
作
に
て
は
4g
蜘
時
間
が
良
く
な
れ
ば
濯
丈
は

小
.rJ
:5
り
介
雄
は
大
,,)な
る
こ
･(.B
越
の
抑
L
Q

川
略
榊
規
制
か
三
十
日
間
迎
研
す
る
陣
は
笛
の
成
育
を

害
し

~
岨
十
J.<
日
脚
迎
赦
す
ろ
略
は
苗
は
枯
死
す
る
に
至
る
O

要
す
る
に
小目
の
間
に
短
日
及
長
日
脱
:叫
に
骨
ふ

時

は笛の
生
育
に
変
化
な
生

す
る
こ
Y}
既
述
の
如
-
な
れ
,

'
7
,

棉
作
粗
朋
冊
に
し
て
称
び
自

∫

然
に
師

へ
す
'',さ
は
非
変

化
は
漸
減
す
る
な

り
O

.

二
'
楢

切

出

旭

開

花

前
記
の
苗
々
六
日
廿
三
日
本
日
に
三
十
九
抹
邦
移
植
し
て
山
地
妬

(
弟

一
S
組
が
礁
鞘
よ
り
T:で
し
暗
)
を
調
流
せ
る
結
果
は
第
三
表

0.1

.W
L
r.

相
の
フ
ォ
ト
ペ
-
オ
ヂ
ズ
ム
に
舶
す
る
･繋
蛤
的
研
究

(餌

1
報
)

一
六
九



椙
の
フ
ォ
ト
｡ヘ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
関
LT
も
繋

除
的
研
究

(第

1
朝
)

第

三

表

苗

S闇
胡
',)相
の
出
柚
始
朋
tr)の
紺
怖
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I H 岨

の

山

･&

/′ 〃 〝四 三 十 〝 ′/四 三

蓋 十 五 十五 十
Eln E] 日 日
帆 fJ"Llf?L.J 問 胤

姫 ,t: ,ヒ 死 JT:
i.' 可 7_ -ヒ

町 一

A.A Aヽ ー 画期九 七 九ヽ■
I一生一 す.'=一己 ITI-1=lt二

A JLL JtJI 頂癖rJ]^ 七 九ヽヽ ヽ
ー ヽt叫 =tf ヨ乙 阿 ⊂=) 一七

九 九ヽ ヽ了■ヾ ユJ､こ
ノLL タtJ 九ヽ ヽ ヽ

.九 ノし 九一 ヽ ヽ _′t■ JLヽ ヽ

肺
考

1
ー
苗
代
の
或
相
聞
の
み
照
明
拙
作
を
な
し
其
他
山
糊
胤
及
芥
凹
に
て
は
自
然
照
明
の
も
と
に
荘
-
o

二
､
第

1
糊
出
臓
は
一
機
よ
り
1
本
萄
不
特
出
催
せ
乙
も
の
な
り
っ
三
十
五
枚
中
全
部
に
担
七
に
あ
ら
ず
し
て
少
き
は
一
牡
､多

き
は
二
十
八
鎌
に
比
不
時
出
群
を
見
た
り
0
比
僧
は
後
.1
枯
死
す
O
朽
二
相~
出
払
は
常
塾
の
地
相
な
-
O

第
三
者
に
よ
れ
ば
攻
の
,担
任
を
謎
.'3
O

l
､
抑
代
の
陣
に
川
崎
剛
IL_3･.明
の
も
の
は
山
柚
に
殆
ん
r;)蛇

5
漉
し
｡
至
苗
代
朋
仙
々
川
時
榊
鳩
_-
rJ)
せ
ば
移
柿
後
桔
1%た
す
｡

二
､
苗
代
今
別
仙
八
時
榊
柑

蜘
'[こ
5
せ
ば
=
_拙
な
巡
ら

し
む
.
峠

P,)
し
て
極
め
て
早
く

-1
本

S興
仙
糾h
紘
(
弟

'i
朋
)
な
超
す
こ
trJあ
り
｡
此

時
は
前
型
の
=-1
轍
(
第
二
肝

)
は
反
封
に
摘
め
て
選
る
1
ず
り
｡
十

九
日
m
I
T二
十
日
間
の
短
円
操
作
は
侶
穂
別
に
殆
ん

,･i,影
野
痕

i
J

,

0

三
､
苗
代
全
朋
==i
十
二
時
:i
照
明
,I)な
せ
ば
備
に
細
め
て

半

-
米
紙
的
に
第

一
仰
山
抽

′ぜ
な
し
反
対
に
鳩
め
て
収
-
前
型

11勺
に
第
二

別
出
柚

を
ハ仏
す
｡
こ

S現
鬼
は
八
時
例
規
_列
の
場
合
･,)同
じ
･IT:
れ
､.i,之
を
促
-
硯
は
し
た
,J
O
十
五
日
間
､
二
キ

ロ
問

S
十
二
時
間
照
明
は
.出
鞄

に
著
し
き
驚
異
.甘
楽
た
さ
ず

｡

柑
ー
苗
代
の
時
三
十
日
､
掴
十
江
口
冊
二
十
湖
畔
皿
胴
明
./Jな
せ
ば
畿
内
支
域
早

生
十
六
規
は
t
=旭
を
早
め
た
O
L
も
旭
の
..<
品
輔
に
て
は

稲
の
フ
ォ
ト
ぺ
-
オ
ヂ
ズ
ム
に
弧
す
る
･滅
艶

的

研

究

(

弟

T窃
)

T
七
一



群
の
フ
ォ
ト
べ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
酌
す
る
賢
酸
的
研
究

(第

一
報
)

何
等
の
影
唖

然
J
.
.

一
七
二

苗
代
朋
々
前
後
に
二
分
L
t
前
哨

(
二
十
三
日
冊
)
八
時
間
､
後
朋

(
二
十
二
日
仙
)
二
十
川
相
似
照
明
'/)
~
前
朋

へ
二
十
二
古

間
)
二

十
出
陣
倒
~
後
胡

(
二
十
二
日
間
)
八
特
別
照
明
'[)
に
て
作
り
に
る
苗
を
比
較
し
た
る
に
見
出
柚
朋
は
弟
他
家
の
如
し
0

第

州

鼓

笛
の
糾
明
刷
の
前
後
p/)梢
の
州
旭
刺

円 但 大 隅 軍 故 品 J.∫

内の 坊 蛋 臥/

β

出 撃__⊥_

′ヽ選 城 取 都 醜

九 九 九 八 八 八 後前期糊廿八四陣幕ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

開聞
六 七 七 一 九 二日

九 九 九 九 九 八 後前期糊八廿四暗帯ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

- 話lLIl
二 二 五.二 七El

九 九 九 八 八 八 &準′′~ヽ良釈照

' ､ ､ ､ 一 ､月 盟

罪
地
表
に
よ
れ
ば
同
じ
き
照
明
暗
闘
に
て
ら
苗
代
の
前
半
朋
な
八
陣
閉
脚
.･崩

'/)
し
､
後
半
別
を
態
硬
柑
:q
'/)す
れ
ば
出
穂
朋
に
影
呼
な
き

も
前
半
朋
な
苦
海
照
例
,I)し
､
後
半
朋
を
八
時
聞
州
明
rr)す
れ
ば
出
穂
は
遅
れ
た
ろ
な
見
ろ
な

り
〇

三
､
組

清

一
､
苗
代
時
朋
に
於
て

一
日
の
爪
棚
時
間
長
T.
れ
ば
長
卓
稚
祖
は
也
-
､
分
雄
大
､
亜
色
濃
-
し
て
健
全
に
成
育
す
O



二
~
苗
代
の
別
間
､

3
,日
蛇
は
長
日
械
作
▲竺
止
せ
ば
酢
の
生
育
に
善
果
あ
れ
,.7)
ら
操
作
塩
側
聞
に
し
て
再

び
自
然
照
明
に
蹄
へ
ろ
畔
は
生
育

上
の
葦
熊
は
漸
減
す
L｡
.

三
t
l
日
伯
時
間
照
明
に
て
は
苗
は
坐
骨
せ
ず
戊
は
仲
秋
後
に
枯
死
す
｡

八
時
間
t

l
二
咋
削
､
二
周
蛸
聞
損
明
に
て
作
り
た
る
苗
は
何
れ

も
仲
秋
後
に
よ
-
生
育
す
〇

四
､
苗
代
峠
朋

に
蛸
暗
仙
:q
Sl
操
作
は
山
稜
に
殆
ん
..,.,杉
轡
無
し
｡

五
ー
佑
代
の
峠
に
十
九

日
Ⅲ
､
三
十
日
冊
S
rf
咋
閉
式
は
十
二
畔
桐
畑
_-J
は
山
槻
肌
に
殆
ん
一7)滋
轡
ハ仏
L
O
全
閉
糊
の
八
時
間
又
十
二
時
m

～:A
:別
に
て
は
極
め
て
BL
-
第

tf
聞
出
柚
を
見
､
極

め
て
遥

-
第
二
現
出
軸
を
札
る
な
り
.

六
ー
苗
代
の
峠
三
十
日
､
四
十
九
日
師
範
頂
押
切
,I)な
せ
ば
早
生
純
に
は
山
城
な
;+
め
た
わ
し
も
申
､
唯
亜
種
に
は
彫
町
無
し
.

七
ー
苗
代
の
前
半
桝
を
八
帖
阻
蛸
叫
,I
.し
､
故
や
切
々
JE
据
Sj
.
1少
.I)す
れ
ば
山
研

に
縫
嘩

八八
き
･J
前
や
朋

を
荘
花
畑
明
rJTL
後
乍
隅
を
八

峠
仙
洞
t少
Tr)㌻
れ
ば
=
組
は
堪
れ
た
り
O

第

二

章

照
明
時
間
と

椙

の
出
穂

期

昭
和
.<
年
に
描
代
朋
の
=;
:ISJ
時
制
oJ
長
池
か
相
竹田
り
成
虫
及
典
昭

S出
は
朋
に
及
は
す
濯
馳
な
性
敏
し
た
る
■

か

(
第

一
弾
)
同
時
に
同

一

試
料
を
吊
ひ
て
芯
代
1-J
よ
り
本
桐
朋
.ぜ
油
じ
て
即

ち珊種
よ
り
拙
紬
迄
拘
岬
問
､
八
峠

刷
､
十
二
畔
刷
､
二
十
g
3時
聞
及
自
然
紙
細
心の
=～
;明

を
な
し
て
出
穂
制
を
博
物
せ
り
.

1L
-
試

料

屑
の
フ
ォ
ト
ペ
-
オ
ヂ
ズ
ム
に
捌
す
ろ
削
除
的
明
光

〔筋

1
報
｣

一
七
三



稗
の
フ
ォ
ト
べ
-
オ
ヂ
ズ
ム
に
,鈍
す
る
賢
陵
的
研
究

(餌
1
報
〕

牧
内
支
壌
早
生
十
一ハ
献
､
鞭
良
郡
､
幽
取
､
旭
､
日
の
肘h
選
.
大
塩
1
1舵
を
川
､A
o

二
､
=-I
I

M

帖

問

一
､
g5
時

間

脳

明

午
:.g
八
時
よ
･D
十
二
峠
迄
日
照

l
｢

八

時

肌

州

肌

牛
的
八
時
よ
･リ
午
後
凶
峠
迄

Ll
畑

三
､
十
二
時

間

贈
明

午
耐
八
時
よ
り
午
後
八
時
迄
日
照
及
電
光

ES
､
二
十
_凹
障
冊
旧
明

誼
仙
日
照
､
禰
闘
電
光

五
､
自

然

絹

別

荘
夜
自
然
畑
明

喝
雅
は
一
〇
〇
ポ
ル
上

10
0
ヮ
ッ
ト
屯
球
を
九
八
の
闘
臓
に
て
地
上
よ
り
∴
丈
の
･.Jl;に
二
脚
=-=i
L
た
る
も
の
に
し
て
非
下
に
拭
料
を
泣

き
た
り
(

三
､
珊

碓

及

移

相

聞

昭
和
先
年
九
月
七
日
に
珊
和
し
､
六
月
廿
三
日
.J
移
枯
す
｡

凹
､
出

柚

聞

出
柚
別
は
萄
付
表
の
如
し
.

第

五

表

胴

判

畔

間

.JJ
山

拙

別

-町
-I-
㌔

雄

.
I

四

時

間

一

八

時

間

一
十

二
将

間

J
二
十
四
時
川

班

嘩

(
自
然
)



標
準
に
比
し
て
出
帖
糊
の
早
晩
日
収
な
配
せ
ば
第
K
表
の
如
し
.

第

六

表

出

綴

付J

の

早

晩

升 コ 頭 蓋 暫 薄 喜8
こ牙

醇 S 刈 /

挿 曲 輿

日 吉 -iD

防

(綜 鵬 封 讃 )ト

% LEF=こ∃/≡i三

′｢ ( ′~ヽ ′(ヽ ( ′ヽ爵罫 罫 ÷ -% 帝

除 斥 掃 除 肝 粁し′ ) ､ノ ) ) Lノ

⊥ ⊥ + + ÷ -ト ラ覇讃
!=i e:訟 岩 島 g=

･⊥ 十 十 ⊥ + + 十日誘惑2 g. t'4 亡 島ふコ

剖 jl 剖 刊 日十

E E E E 占gコ1 白二繋

萎
P}･

｣
ti
諏
層

叫e

b
L
{
･F
Lj
ふ

L
ニ
浮

上
芯
だ
T.
L

E
)
胃

相
の
フ
ォ
ト
ペ
-
オ
ヂ
ズ
ム
に
附

すろ来
臨
的
研
究
L

節

一
報
)



栂
の
フ
ォ
ト
ペ
-
オ
ヂ
ズ
ム
に
恥
す
る
斑
取
的
研
究

(約

1
報
)

1
七
六

第
六
表
に
よ
れ
ば
晒
種
陣
よ
り
開
花
時
迄
八
時
開
成
は
十
二
時
問
S
:明
PrJな
せ
ば
中
生
櫛
ー
晩
生
桂
に
て
は

1
ケ
月
乃
至
二
ケ
月
も
JF
-

出
棺
せ
し
め
柑
べ
-
､
早
生
種
(

故
円
支
場
早
生
十
六
鵬
)
に
て
は
其
日
数
は
少
な
き
-･
同
様
出
穂
な
早
め
紺
べ
し
っ
之
に
反
し
て
二
十
四

時
間
照
明
,I)な
せ
ば
約

一
ケ
月
出
穂
な
避
ら
し
め
或
は
全
-
不
出
紬
に
終
ら
し
む
0

第

三

幸

指
の
特
定
生
育
時
期
に
於
け
る
長
日
'
短
日
操
作
が

相
の
生
育
開
花
結
茸
に
及
は
す
影
響

1
㌧
潜

験

の

方

法

相
の
挿
秋
後
生
存
中
に
於
け
る
天
象
の
良
否
に
よ
る
照
明
の
葦
か
稲
の
生
仔

に及
は
す
髄
蛸
の
人
な
る
は
言
を
侠
た
ぎ
る
が
之
に
臓
聯
J-

る
優
駿
prJし
て
椙
の
生
育
中
の
種
々
の
峠
朋
に
十
五
日
間
度
日
叉
短
日
棟
作
を
な
し
に
ろ
略
は
岬
何
に
之
か
椙
の
生
育
~
開
花
ー
結
懲
等
に

轟

す
る
か
な
決
起
せ
ん
rr)し
て
次
の
傑
椴
な
行
ひ
た
り
｡

一
ー
試

料

耐
力
､
日
の
出
選
及
吉
軸
の
三
品
椎
を
試
料
に
供
せ
り
〇
五
席
分

一
旗
の
ポ
ッ
Jl
に
二
株
宛
を
続
ゑ
~
各
信
に
つ
き

ニ
ポ
ッ
ト
苑
を
茂
け

た
り
｡
故
に
各
拓
に
つ
き
六
株
の
損
な
用
ひ
た
り
｡

各
ポ
ッ
ト
に
堆
肥

1
.A
g
t
相
伴
相

1
'
1
二
川
LJ,､
人
豆
粕
〇
､七
掴
八
g
､統
安
〇
､

一
垂

一
g
､
渦
憐
慨
石
次

〇
､五
二
川
g
､
草
木
灰

1
､
三
六
g
~
硫
酸
加
里
〇
､
〇
八
g
を
施
こ
せ
り
.

二
~
照
明

∽時
聞
及
時
間

挿
秩
朋
よ
り
出
他
明
迄
々
次
の
川
朋
に
怖
別
し
て
各
朋
'J
二
十
掴
暗
闘
脂
判
聖
,)九
時
間
娼
明
巌
.rT,ぜ
説
け
~
尚
別
に
焼

串協
々
設
け
L
.



号

'

ら
.
さ
れ
ば
各
品
種
に
つ
き
攻

S九
匿
々
設
b
た
り
｡

A

､
分
頚
朋
S
前
半

別

(
七

月
八
日
よ
り
七
月
廿
三
日
迄
十
五
日
糊
)
短
日
廿
凹
時
間
雌
明

(荘
燕
凧
明
)

B
､
分
塘
朋
の
後
半
朋

(
七
月
二
十
二
石
よ
り
八
月
七
日
迄
十
五
日
間
)
短
日
廿
川
時
間
相
場

C
､
伸
長
朋
∽
前
半
桝

(
八
円
七
日
よ
り
八
月
廿
二
日
迄
十
五
日
=
)
晦
日
廿
湖
畔
的
淵
明

D

､
伸
長
鳩
の
竣
半
切

(
八
円
jZ
t
TH
よ
り
九
月
六
日
迄
十
九
日
間
)
短
日
廿
凶
時
間
照
胡

E
､
憤
準
ー
つて
山裾
自
然
の
拙
僧

F
､
介
礁
朋

S
前
半
例
侮
日
五
時
別
府
朋

(泣
B
鳩
的
)

G
､
分
重
刷
の
後
半
胡
短
日
五
時
ー=1
照
明

H
､
伸
長
朋

の前
や
別
海
臼
五
時
榊
照
明

Ⅰ
､
伸
長
刷
の
後
牛
朋
晦
日
九
時
mj
照
明

右

S叫
に
は
穂
朋
及
結
性
別
に
･J
#

俺

旧

例
及
先
陣
ート目
測
桝
を
な
し
て
濃

巷

な
調
光
L
L
J.り
｡
展
帳

は
攻
の
qn
L
.

1
､
出
穂
朋

(
九
月
山ハ
日
よ

り
九
月
廿

一
日
迄
十
九
日
糾
.)
毎
日
廿
拘
峠
問
照
明

K
､
結
惟
偶

(
九
月
廿

一
日
よ
り
十

一
;
･
-
十
九
日
凡
廿
糊
口
迄
)
出
口
廿
糊
時
間
照
明

L
､

出
穂
朋
に
十
五
日
間
､
晦
日
五
時
間
照
明

M
､
陪
食
偶
に
晦
日
五
時
間
昭
…明

確
准
照
明
院
に
で
は
港
閲
は
日
朋
'
聴
偶
は
屯
燈
に
よ
る
｡
喝
燈
は

t
O
O
ヴ

オ

ル
ト
､
二
〇
〇
ワ
ッ
ト
の
電
球
を
柄
物
の
上
方
六
尺
の

再
の
フ
ォ
ト
ベ
>
オ
ヂ
ズ
ム
に
関
す
る
賦
酸
的
附
銘

(妨
一
報
)

一
七
七



.

相
の
フ
ォ
ト
ペ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
幽
す
る
究
由
的
耶
究
(

第

7
撃

]
七
八

蒔
き
に
二
価
吊
る
し
､
湛
下
に
供
試
相
々
幣
です

た
り
O
五
時
間
榊
別
に
で
は
乍
前
八
時
よ
り
牛
後

1
時
迄
日
照
rrJ
L
他
の
時
間
は
暗
室
中
に

置
き
た
り
｡

三
'
調

虎

事

項

昭
和
五
年
七
月
八
日
に
筏
敬
･せ
始
め
､
妬
五

日
に
分
酸
敗
ー
及
草
丈
を
調
禿
L
t
:ji
EI
出
払
の
状
況
を
取
余
し
出
後
に
収
礎
物
を
嗣
禿
せ

り
Q
其
結
果
は
次
に
蓮
ぶ
る
が
如
し
｡

二
､
欝

駿

の

結

果

一
､
草

丈

照
明
の
長
短
か
相
の
伸
長
に
及
播
す
杉
噂
を
調

べ
た
る
綜
鵜
は
第
七
表
の
如
し
0

邦
七
表
に
よ
れ
ば
生
宵
中
に
十
五

日
間
tj
聴
牌
明
rr)
な
せ
ば
其
朋
間
草
丈
の
伸
長
は
憤
準
に
化
し
て
袋
り
な
き
か
或
は
反
っ
て
:i:=:心し
-
な

る
を
常

JJ)す
｡
殊
に
伸
長
_粥
問
に
於
て
共
起
班
著
し
｡
さ
れ
ば
詑
硬
阿
州朋
は
昭
の
伸
長
を
阻
害
す
る
も
の
r/
二
H
ふ
べ
し
.

之
に
反
し
て
生
育
中
に
十
キ
ロ
閃

粗
目
錐
別
な
な
せ
ば
其
欄
間
'i
於
て
著
し
-
草
丈
は
伸
長
す
.
こ
,(
.に
介
礎
制
後
半
よ
り
伸
長
全
朋
間

に
於
て
其
伸
長
は
大
な
る
を
認
む
｡









し卜L_

二
'
分

礎

第
七
表
に
よ
れ
は
生
宵
別
糊
中
に
十
:<
u
皿

S避
稚
児
朋
は
分
柴
に
影
響
を
及
は
さ
ず
｡
又
五
時
聞
照
桝
に
T
は
分
娘
朋
に
於
て
は
分
雌

を
少
し
く
阻
害
す
る
■か
如
き
も
伸
長
刷
に
於
て
は
影
甘
柾
小卓
を
認
む
｡

三
､
出
穂
聞
及
完
熟
朋

照
蜘

S長
池
が
鰐
の
出
株
制
及
完
熟
朋
に
及
は
す
影
轡

な
間
瀬
し
た
る
結
兆

は
E:%
八
東

い如
し
.
(鬼
瓦
其
伯
)

第

八

衷

楢

の

出

穂

1g

相
の
フ
ォ
ト
ペ
-
オ
ヂ
ズ
ム
に
関
す
る
邪
取
的
研
究

(第

一
報
)



抱
の
フ
ォ
ト
.へ
-
オ
ヂ
ズ
ム
に
舶
す
る
城
取
的

研
究

(紡

1
胡
J

* 日
【コ の

メ紳 也選

I 薮 自 五 也 自
荏 嘩 衣

照 然 間照 照 然
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鵬
考
､
め恵

不
明
と
せ
ろ
ほ
十

1
月
廿
四
日
に
至
る
に
末
だ
謡
耕

せ
ず
し
て
苛
米
の
状
態
に
埋
れ
る
も
の
な
り
0

第
へ
表
に
よ
れ
ば
村
が
生
育
中
に
卜
九
日
間
g
H'稚
照
明

り･も
F',に
芯
か
ら

1

時
は
新
に
出
柚
は
過
る
O
*
.暗
品
も
甚
し
-
出
穂
の
選
る

I

は
伸
長
前
牛
制

へ
八
月
七
日
よ

り
八
月
二
十
二
∩
迄
)
･=
操
作
に
よ
る
も

Sに
し
て
鰭
畔
に
比
し
て
約

一
八
日
訓
迎
ろ
1
な

い
.｡
同
畔
に
出

穂
始
よ
り
氾
始
終
迄
の
別
間
･J
延
長
せ
ら
れ
完
納
を
見
ず
｡

伸
長
後
半
削

(
八
月
二
十
二
日
よ
り
叱
月
六
日
迄
)
S
Eは
粍
仰
崩

も
標
酢
よ
り

JJ
H
E;E
山
他
を
漫
･ら
し
ひ
る
の
み
な
ら
ず
聞
暗
に
出
柚
始

よ
り
終
迄

S1別
間
な
し
て
甚
滋

か

･.リ
し
む
O
蜘
ち
共
時
の
嫌
作
は
出
払
な
し
て
艶
ら
し
む
る
よ

り
も
寧
ろ
帯
不
納
な
ら
し
む
｡
仲南

が
避
し

-
遜
れ
't[
完
熟
相J
の
埋
ら
れ
ざ
る
韻
合
わ
,り
.C

分
雄
制

(
七
月
八
日
よ
り
八
月
し
日
)
に
於
げ
ろ
卜
五
円
川
北
稚
照
仇
は
憤
咋
L.)比
L
i
==繊
壷

ら
し
い
Tる
こ
.F'五
日
間
な
る
が
出
触
な

し
て
帖
に
不
揃
.,,な
す
こ
rr)
i･S
L
｡
又
先
.L.刑･制
を
迎
ら
し
.-+1
ろ
程
S
こ
rr)も
無

し
O

要
す
る
に
相
が
生
育
中
十
.<
臼
珊
北
確
州
桝
に
骨

ふ
畔
は
僻
に
山
鮎
は
避
嬉
す
ろ
が
就
中
伸
長
前
や
別
の
操
作
が
之
に
杉
f
:す
る
所
HM
も

大
ハサ
リ
O
而
し
て
伸
長
後
fL
制

S煉
作
は
山
貼
な
し
て

捲ネ
描
.I)な
す
な
り
｡

分
埴
制

(
L
八
八
日
よ

り
八
八
七
日
)
に
於
J
る
十

.
i
;
問

S.<
時
間
州
仙
椎
作
は
稲

S山
紘
一乍
し
て
二
別
に
分
も
第

一
18i
山
触
な
腰
畔

に
比
し
十
七
=
闘
牛
ノー
な
し
た
れ
,7J第
二
刷
山
柚
を
之
に
反
し
て
二
日
間
巡
ら
し
め
た
り
｡
さ

れ
は
泊
地
婦
よ
り
山
轍
終
迄
を
長
-
し
て
出

相
の
フ
ォ
ト
｡へ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
胴
す
る
繋
駿
的
研
先

(統

一
珊
)

一
八
一



稲
の
フ
ォ
ト
｡ヘ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
即
す
る
･T4
駿
的
研
究

(弟

一
報
J

T
八
二

組
な
し
て
甚
し
-
木
揃
な
ら
し
め
た
り
｡
弟

1
桝
の
旭
は
1L
-
完
熟
す
れ
.7)
第
二
朋
の
柚
は
腰
畔
'')殆
ん
P.7)同
時
朋
'.)完
納
す
｡

仲
立

柿
平
別

(
八
月
七
日
よ
り
八
月
世
1
1
日迄
)
の
正
時
制
照
別
棟
作
は
出
柚
な
し
て
憤
岬
に
化
し
僅
か
に
二
日
間
早
ま
ら
し
め
た
J
一O

共
時
出
柚
な
し
て
不
用
r/)
な
す
こ
r/)
な
し
｡
完
熟
な
少
し
-
早
-
せ
り
.

伸
長
後
半
朋

(
八
日
･華

首

よ
り
九
月
山ハ
H
迄
)
の
.九
時
:3
照
り｣
は
出
触
な
早
T3
る
こ
,I)撫
-
､
寧
ろ

l
日
遅
ら
し
め
た
り
｡

其
暗
山
粗

な
し
て
不
用
F')
一禁
-

)
.I)な
し
｡
完
熟
は
少

し-
早
-
な
り
た
わ
｡

お
を
蜜
す
る
に
五
時
似
肘
的
操
作
の
影

響
の
最
も
人
な
る
は
相
の
生
首
の
早
朋
に
あ
り
て
操
作
が
遅
る
1

に
従
ひ
て
其
影
礎
は
少
な
し
0

さ
れ
.';)
早
別
に
嫌
作
す
れ
ば
共
時
迄
に
或
る
生
育
晴
朗
に
遷
せ
る
垂

に
は
大
に
山
地
促
進

S舷
W
あ
れ
{i)井
後
に
生
育
せ
る
輩
に
は
出
軸
比

遊

山船
場
･甘
及
放
さ
ず
反
っ
て

t
部
早

-
佃
穂
せ
る
尻
め
に
准
後
S
的
柚
が
大
に
避
る

-
な
り
0
故
に
短
日
帰
帆
に
よ
-り
て
出
柚
を

早

め
ん

･')
せ
ば
成
･b
可
-
早
-
甘
辛
し

且
つ
或
る
桝
糾
艮
-
迎
糾
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
｡
然
ら
ざ
れ
ば

l
部
分
が
早
-
出
蛤
す
る
IJ
他

∽
一
部
分
は
放

っ
て
遮
る
1
な
り
r'
出
拙

3早
晩
絃
完
熟

の早
場
に
逆
相
あ
る
は
言
を
侠
た
す
0

出
組
側
に
於
け
る
十
九
日
榊
の
稚
硬
州
明
文
九
時
間
照
明
は
共
に
相
の
･+FFT熟
.ぜ
ば
牒
畔
に
比
し
て
二
-
3叫
口
早
か
ら
し
め
た
ち
が
､
結
筏

別
の
従
聴
州
明
戊
は
九
･EE
:3
照
帆
は
反
っ
て
完
熟
な
遅
ら
し
た
り
｡
殊
に
結

出
朋
S
,琵
柁
凧
明
に
て
は
粗
米
は
十

4
月
JJ/
捌
口
に
於
て
ら
完

熟
に
遷
せ
す
し
て
准
熱
別
不
明
な
り
し
な
見
た
り
｡

制
､
収

唾

物

調

食

適
親
に
近
-
完
熟
せ
る
株
は
十

一
月
十
九
日
に
刈
取
り
､
甚
'i1
遅
れ
て
僻
は
完
熟
せ
ざ
る
株
は
十

一
円
け
四
日
に二
枚
極
し

て収
吐
物
タ

.調

尭
せ
り
｡
帥
力
､
日
の
出
進
､
書
棚
の
各
六
株
に
つ
き
精
密
に
調
充
し
た
る
が
北
へ結
県
は
第
九
表
の
如
し
Q

n｢d
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稲
の
フ
ォ
ー
べ
-
オ
ヂ
ズ
ム
に
湘
す
る
楽

除
的
研
究

(節

-
報
)

一
八
五



相
の
フ
ォ
ト
.へ
リ
オ
ヂ
ズ
A
に
関
す
る
班
酸
的
研
究

(第

]
報
J

第
九
表
の
三
表
を
精
曙
す
れ
ば
次
の
qi
任
な
謎
.HT
｡

一
八
六

1
'
伸
長
制
前
乍
に
於
て
十
五
は
柳
腰
夜
照
り
､)な
せ

ば
徴
収
金
甚
劣
り
て
根
粒
軟
の
少
な
き
の
み
な
ら
ず
敬
熱
準

し
-
千
枚
菰

(
靴
米
を

含
む
)
が
甚
だ
小
な
り
｡
之
れ
出
軸
か
約

1
八
日
-̂
遅
ら
1
が
馬
な
り
｡
之
に
反
し
て
茄
の
生
産
は
人
ノけ
り
｡

二
､
伸
点
朋
後
半
に
於
て
十
五
日
間
諜
確
照
明
三
な
†

･D
同
前
の
如

穀
生
産
々
減
じ
.
菜
生
産
を
咽
せ

IJj)も
其
形
皆
の
程
度
は
的
者
,1
化

し
て
怪
し
｡
こ
れ
出
梅
..Jh
憾
軒
に
比
し
避
る
こ
F,)
六
日
間
'1
過
ぎ
ず
し
て
､
前
者
の
如
-
甚
し
-
遅
れ
ぎ
り
L
に
よ
る
な
り
〇

三
､
分
焚
朋
~
出
穂
別
並
に
結
傑
朋
に
於
け
る
十
五
日
別
の
社
他
照
明
は

随重
水

及
穀
収
丑

に
於
て
既
畔
に
比
し
別

段

の蓋
･端
々
来
た
さ

す
｡

四
､

伸
長
朋
.
銀
に
結
瞥
朋
の
十
五
日
胤
~
五
時
冊
照
明
は
撤
収
丑
を
多
少
減
す
る
が
如
-
見
fB
｡

五
1
分

薙
朋
ー
並
に
出
柚
はi
に
於
け
る
十
五
日
間
の
た
帖
聞
旧
例
は
徴
収
丑
に
明
ら
か
な
る

1
定
の
影
野
を
及
放
さ
ず
｡

三
'
絶

1
1
倍
の

生
育
中
の
種
々
の
時
朋
に
十
五
日
間
荘
伸
輔
明
文
は
五
時
間
照
明
操
作
を
な
し
た
る
時
､
之
か
稲
の
牛
肯
.
開
花
t
は
･.凹
に
及
は

す
澱
世

々
琵
験
し
た
り
0

1
7.
生
育
e･
に
十
五
日
間
tJ-..71花
:q
明
n
な
せ
ば
兆
朋
川
中
に
草
丈
の
伸
蛙

は
阻
害
せ
ら
る
｡
殊
に
伸
長
_胡
川
に
於
て
文
彩
班

は

草

し
〇

三
ー
生
育
中
に
十
五
日
間
五
時
相
順
朋
',)
な
せ
ば
耳
偶
湖
中
に
著
し
-
草
丈
は
伸
長
す
｡
殊
に
分
硬
糊
後
半
よ
り
伸
長
朋
胤
に
於
て
其
伸
長

は
大
な
り
｡

巾も



Eg
､
生
育
中
の
十
五
口
間
諜
硬
照
明
は
分
野
に
杉
叩
.ぜ
及
は
さ
ず
｡

五
'
生
宵
中

の五
峠
捌
恨
明
は
分
雄
朋
に
分
雄
を
少
し
-
阻
害
す
ら

が

如
き
も
伸
長
朋
に
於
て
は
分
硬
に
影
5
1_S
州き
が
如
し
｡

六
､
生
育
中
に
十
五
口
間
荘
硬
照
明
'/)な
せ
ば
出
柚
を
遅
ら
し
む
｡
こ
rr)に
伸
長
前
半

制
の
操
作
の
滋
野

ふと
も
大
に
し
て
自
然
照
明
に
比
し

十
八
円
遅
ら
し
む
｡
又
伸
長
俊
や
朋
の
腺
作
は
出
柑

な
し
て
六
日
間
遅
ら
し
L.1
ろ
の
み
な
ら
ず
不
榊
,I)な
す
〇

七
1
分
強
制
に
於
け
る
十
末
日
別
の
･L
=.時
間
州
別
は
川
抽
な
し
て
二
朋

に
分
ち
ー
箱

一
例
1
=1
h
触
.ぜ
茶
だ
早
-
す
る
,I)同
時
に
第
二
朋
山
地
を

･

し
て
反
っ
て
遅
ら
し
む
O
さ
れ
は
出
柚
な
し
て
匹
だ
不
揃

pr)な
す
｡

八
､
伸
良
師
や
刷
の
十
五
日
聞
五
峠
開
脚
州明
は
出
触
一ぜ

し
て
少
し
-
早
め
ー
伸
長
後
半
朋
の
操
作
は
出
粘
.t,早

む
る
こ
p,)
ハ仏
L
O

九
､
短
日
.tiTに
よ
り
て
出
柏
を
早
め
ん
rr.せ
ば
成
る
可
-
早
く
着
手
し
ー
或
る
t関
m
長
-
迦
鎖
せ

ざ
る
ペ
か
ら
す
o

t
O
､
出
紘
辿
る

1
,(,卓
は完
熟
朋
も
辿
る

a

而
し
て
伸
長
刷
に
於
,け
ら
卜
丸
い
R
S
花
穂
照
籾
は
取
米

の蛇
熱
を
花
だ
遅
ら
し
て
推
完
熟

桝
を
_如
ち
か
に
す
る
こ

Pr)縄
は
rJtb
りし
｡

一
1
'
結
･'.t
制
の
推
聴
肘
:-j
ら
粗
米
S
伐
的
な
華
だ
遅
ら
し
め
て
北
へ･.i.露

.ゼ
_朗
ら
か
.L
二
･.る
こ
rrJ旭
は

ざ
O
L
｡

1
二
､
伸
長
糊
に
十
.<
=
帆
花
穂
肘
IS
･,
,な
ぜ
は
効
収
八m
か
華
.J
劣

り
て
線
紋
款
が
少
一心
き
の
み
な
ら
ず
千
純

毛

華
だ
小
な
り
｡
茄
は
之
に

反
し
て
生
産
大
な
り
｡

一
三
ー
山
抄
切
銀
に
給
仕
朋
の
$
1'何
州
明
･J
効
収
監
な
減
じ
~藁
重
な
相
､'･t
の
傾
向
あ

れ
pご
･J
北
程
度
は
仰
長
潮

一1化
し
て
華
に
峠
微
小46･リ
｡

1
遡
､
分
増
刷
.'J
於
け
･ろ
十
五
=
岬
の
逆
相
照
明
は
組
重
鮭
ー
戟
収
並
､
慈
収
･]札
に
於
け
ろ
明
確
な
る
杉
野
を
認
め
､ず
｡

一
五
､
%
.有
朋
中
の
十
.<
日
間
九
.畔
Hll
胴
明
は
故
収
光
を
減
す
｡
茄
に
於
て
は
庚
つ
て
伸
す
場
合
多
し
0

相
の
フ
ォ
･L
べ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
幽
す
る
究
陰
的
研
究

(妨
1
報
)

.J
<
七



相
の
フ
ォ
/
(
>
オ
ヂ
ズ
ム
に
附
す
る
蝶
陵
的
研
究

(第
1
朝
)

第

四

章

照
明
操
作
開
&
E.時
期
及
操
作
期
間
が
相
の
生
育

並
に
開
花
に
及
ぼ
す
影
響

(.
･4g
験

の

方

法

一
ー
試

料

第
三
帝
の
傑
輸
.F'陥
聯
し
て
昭
和
六
年
に
糖
種
_明
よ
り
収
雌
切
迄
の
種
々
の
暗
偶
に
長
円
､
短
日
嫌
作
,ぜ

始
め
之
が
連
綿
す
る
時
に
之
が

招

S生
育
及
開
花
.J
及
緑
す
影
野
を
･5
1

轍
せ
り
O
旭
及
吉
備
穂
の
二
品
種
を
m
ふ
｡

二
､
掛
軸

3時
朋
及
帖
榊

各
品
種
.J
つ
き
次
の
二
十
二
院
な
設

け
た
り
｡
五
月
十
六
日

(
晒
種
籾
)､
七
:
.<
臼

(
挿
紋
別
)~
八
月
.A
-Ll
t
九
八
.h･i
E
在
院
切
.I)
な

し
た
り
｡

甲

一
､
稚
種
籾

(
五

:
十
六
日
)
よ
り
収
磁
別
迄
全
欄
間
を
通
じ
て
怯
日
八
時
間
照
肋

甲
ニ
ー
同
前
鶴
間
晦
日
十
二
時
間
姻
明

甲
三
ー
同
前
別
間
晦
日
十
六
時
間
照
別

乙

一
､
挿
秋
期

(
七
月
.九
日
)
よ
り
収
嘩
朋
迄
短
日
八
時
間
照
明

乙
二
､
同
前
桝
帆
触
U
十
二
時
間
胴
蜘

乙
三
､
同
前
朋
間
触
日
十
六
時
制
潤
桃

内

一
ー
八
fl
五
日
よ
り
収
碓
制
迄
短

日
八
時
間
脈
明



丙
t
TF
同
前
制
:3
短
日
十
二
時
制
肘
明

丙
三
'
同
前
朋
関
知
口
十
六
時
間
鮒
朋

丁

一
､
九
月
五
日
よ
り
収
噂
朋
迄
他
日
八
峠
冊
照
明

丁
二
､
同
前
鶴
間
短
日
十
二
時
間
網
伽

丁
.二
'
同
前
朋
肌
懸
り
十
LP
時
制
児
-5

A

1
.
怖
種
明
よ
り
七
日
凶
日

(挿
秋
前
出
)
迄
知
日
八
時
糊
料
明

A

ウ
"
同
前
鶴
間
侮
日
十
二
時
間
照
明

A

3
.
同
前
朋
榊
転
じ
十
六
時
間
照
明

B

1
.
柵
種
別
よ
り
八
月
蛸

E;迄
地
口
八
時
mI
州
朋

Pq

a
同
前
別
間
晦
日
十
二
陣
間
州
別

B

3
.
同
前
別
間
他
日
十
六
帖
間
照
別

c

1
.
価
輔
制
よ
り
九
月
川
･,=迄
他
日
八
時
間
燃
明

C

2
.
同
前
別
間
旭
日
十
二
時
聞
照
明

C
3.
同
前
別
間
'e
n
十
六
時
悩ー
州
別

増
準
'
播
種
5
.よ
り
収
確
刷
迄
備
に
自
然
賊
BE'e心
に
鑑
-
0

前
把
八
月
五
日
は
所
謂
伸
長
制
の
始
､
九
月
.J
rt
は
開
溝

朋
な
示
す
な
り
.

相
の
ブ
オ
ト
ペ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
舶
す
る
耽
除
的
研
究

(第
一
報
)



相
の
フ
ォ
ト
べ
-
オ
ヂ
ズ
ム
に
的
す
る
班

良
的
郎
党

(第

1
報
)

1
九
〇

八
時
榊
照
明
pr)
は
午
前
六
時
よ
り
午
後
二
時
迄
ー
十
二
時
RH
州
別
rr)は
午
的
六
時
よ
り
午
後
:.ハ
帖
迄
ー
十
六
時
間
旧
朋
pJ)は
午
前
六
時
よ

り
午
後
十
畔
迄

S冊
朋
に
し
て
詫
間
は
日
光
に
て
仰
:･,ら
し
ー
硬
mI
に
は
屯
腔
に
て
恨
･･s
L
た
り
.
1$
感

は
二

C
O
ワ
ッ
ト
の
裾
球
を
十
尺
の

稀
さ
に
十
八
の
間
隔
に
て
二
個
吊
る
し
た
る
も
の
に
て
其
下
に
相
の
続
木
鉢
を
鑑
き
た
り
.
(
東
武
其

一
)

三
ー
播
種
､
挿
秋
ー
施
肥
等

拡
代

S代
り
に
直
径
十
tIq
瀬
の
ポ
ッ
ト
な
m
ひ
､
砂
耕
法
に
よ
り
て
各
ポ
ッ
ト
に
肥
料
.rL
し
て

(M
Tこ
o･S｡1-u
l.･

】ハエ
HT.〇
･
･･
ギ

I(
e
S
o
一
･
-

O
･8
ぎ

C

u
C
0
3

だ

･
h
T
K

S
o
.･
･

2
g.,

T
T
c

C
L･l
･･
0
･T
TT,

な
施
こ
せ
り
｡
九
日
十

1.
日
に
皮
様
L
t
五

日

十

六

日
に
描
柿
せ

り
｡
共
時
韮
肥
V,
し
て
右
の
半
玉

を
沌
こ
せ
り
｡
五
円
十
七
日
よ

り
瞥
敬
に
禁

㌔

i':
日
吉

に
追
肥
r,,し
て
械
O
の
牛

鮎
(S
*
)
'六
,I

二
十
三
日
に
追
肥

1ヾ
し
て
残

丑
(S
#
)
を
施
せ
わ
.

七
月
五
r:
に

一
鉢
に
二
本
範
移
植

(
挿
秋
)
せ
り
｡
ポ
ッ
ト
の
大
き
及
施
肥
は
同
i-B
LL
し
て
七
日
五
日
に
基
肥
F')し
て
前
記
肥
料
の
や
鉱

を
施
こ
し
t
Tf
月
七
日
に
残
り
の
牛
丑
を
追
肥
.,)し
て
施
こ
せ
り
.

ES
-
調
_
禿

事
項

時
を
定
め
て
草
丈
'
分
硬
軟
ー
始
色
を
調
.ベ
､
且
つ
出
紬
始
朋
及
成
熟
朗
々
決
定
せ
り
O
他
に
全
霊
､
故
収

丑
､英
霞
n雪

及
穀

粒
.S
性

状

に
抑
し
て
調
森
す
る
計
概
な
り
L
も
聴
聞
照
肋
の
馬
め
に
瞬
品
の
被
害
な
発
か
る
1
こ
P,J縄
は
ぎ

り
し
結
典
足
許
の
陳
項
に
陶
し
て
は
研

究
す
る
こ
rr)娼
は

ぎ
一り
し
な
泣
憾
な
り
rr)す
O

･

二
'
鮮

験

の

結

果

右
斑

敬
の結
果
を
表
に
於
て
纏
じ
れ
は
第
十
表
の
.叩
L
O



相
の
フ
ォ
ト
｡ヘ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
胸
す
る
繁
除
的
研
究
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窮

一
報
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す
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備

考粟

の

色

･-
-
標
申
,{TJ緋
と
し
て
そ
れ
よ
り
血
色
の
も
の
を
添
縦
と
L
t
淡
き
も
の
を
淡
轍
と
L
t
繋
色
を
柑
べ
る
も
の
を
淡
紫
絵
と
な
す
｡

出
端
始
期

････
･
1
妹
の
内
位
制
の
相
が
武
将
外
に
衷
は
れ
し
時
期
｡

第

7
糊
出
御
に
あ
=
て
は
令
批
共
棲
小
心
る
壁

7
本
出
槻
す
o

成

熟

期
-
･･･掠
校
の
怒
舜
せ
る
時
糊

乙
､
吉

備

轍

(
現
株
平
均
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岩
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岩
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八
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岩
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先
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岩
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ニ
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六
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岩
月
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目
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啓
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相
の
フ
ォ
ー
べ
-
オ
ヂ
ズ
ム
に
関
す
る
･y
斡
附
研
穿

(第
一報
)

一
､
草

丈

照
明
時
朋
及
紬
蜘
時
間
が
相
の
草
丈
に
及
は
す
彩
S
jを
ば
第
十
表
よ
り
加的
出
し
て
別
表
.I)な
せ
ば
第
十

l
表
の
如
し
.
七
Lu
油

田
~
八
月

四
日
'
九
月
糊
は
及
成
熟
朋
に
測
り
た
る
草
丈
を
耳
都
度
憤
韓
国
の
草
丈
に
叱
較
し
て
良
き
揚
合
一ぞ
+
rr)し
短
か
き
時
を

一
'/)
し
殆
ん
.7)等

し
き
時
に
土
Pr)
し
て
肥
班
に

て
表
は
せ
り
｡潮
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1

-
什

一
+
-

-

-
I
+
-

森

林

詔
洋
一叫
針

1
廿
声
潜
t
jj店
B
一
>

jj
店
B
一
h
j]店
口
一

瓢
藩
婆
g)琳
丹
吋
'-7LT
o
薄
寧

日
旨
L
{
上
汁
新
へ
-
Li
TER
へ
什

ti
X
雷
鶴
｢
叫
吋
77<+
O

第
十

1)
表
に
よ
れ
ば
内
の
場
合
を
除
く

の外
は
柳
川
な
る
畔
制
に
於
て
ら
八
時
別
糊
…I5
.･')な
す
峠
は
結
局
粥
の
伸
長
を
阻
害
す
る
も
の
な

る
な
認
む
｡
只
丙
の
場
合
C
,
t=
ち
八
日
.J
H
よ
り
収
唯
期
迄
S
場
合
S
み
は
例
外
な
示
し
た
れ
-ご
椛
か
な
ら
す
｡

十
二
柿
間
仰
萌

に
就
て
も
如
何
な
る
時
制
に
之
を
行
ふ
も
草
丈
は
は
畔
に
化
し
て
劣
れ

り
0
(旭

の丁
は
例
外
)
さ
れ
ば
前
項
,I)合
し
て
考

ふ
れ
は
日
照
の
短
か
卓
は
井
幡
相J
の
如
何
に
醐
せ
･'r>L常
に
椙
S
舟

長
を
井
す
る
も
カ
Jr土
石
ふ
べ
L
O

十
六
時
間
州
明
の
塩
合
を
見
れ
ば
伸
輔
判
､
抑
触
勅
､
伸
長
始
判
等
桐
生
だ
中
の
せ
る
時
制
よ
:
･用
花
糊
戊
は
収
旺
糊
迄
連
鎖
十
六
時
間

州
別
を
行
へ
ば
終
局
に
於
て
憤
畔
よ
り
も
府
の
草
丈
々
伸
長
す
｡

yt,れ
･i,珊
碓
糊
よ
り
挿
秋
期
乳
伸
長
始
期
迄
十
六
峠
間
TE.別
々
な
し
て
~

其
掩
自
%
.･･.に
放
粧
し
七
る
塊
合
に
紘
伸
長
の
効
県
肺
か
な
ら
ず
o
丈
開
花
糊
に
入
り
て
十
六
時
間
仰
…欄
''∴
仏
す
-
,勿
縮
効
果
無
し
｡

八
時
榊
並
に
十
二
時
間
蛸
.:叫
は
草
丈
S
伸
長
を
附
芳
す
る
こ
tr)
前
述
の
如
き
が
非
操
作
側
聞
が
長
-
な
れ
は
白
か
ら
伸
長
阻
止
の
影
甥
･i

大
な
る
が
如
し
｡
例

へ
ば
(
;-

)

全
判
間
､
(
乙
)押
株
制

-
収
雌
制
､
(
F
こ

頂
椎
制

-
八
nL.i"川
口
､
(
C

)

晒
種
籾

-
開
花
期
の
判
別
に
於
け
る

八
-

山
二
時
間
附
桝
は
憤
畔
に
化
し
て
非
草
丈
を
甚

だ
奴か
-
す
れ
､';)I
(.何
)
八
:
五
日

1
枚
性
別
ー

(∫
)開
花
糊

1
枚
挺
糊
'
(
A
)播
種

剃
-
挿
株
制
の
別
間
に
八
-
1
二
時
間
旧
例
を
な
し
た
る
も
.S
は
前
掲
S
場
合
の
如
-
に
甚
し
く
草
丈
を
飽
-
す
る
こ
,[
壷
で

し
て
喋
畔
に

比
し
て
大
な
る
告
典
は
鯉
き
Ib
の
1
如
し
｡

稗
の
フ
ォ
ー
べ
-
オ
ヂ
ズ
ム
に
鵬
す
る
光
協
的
研
究

(酢
1
戦
)



稲
の
フ
ォ
ー
ペ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
舶
す
る
繋
駿
肌
研
究

(紡

t
顎
)

一
九
大

二
‥
分

雄

個
別
峠
糊
及
州
_少J
時
制
か

椙の
分
場
に

及
は
す
膨
班

一ぜば
第
十
表
よ
り
抽
出
し
て
別
表

',1な
せ
ば
第
十
二
進
の

犯し
｡
七
日
凶
ET;
'
八
月

悩
TLii､
九

日
糊
口

及
成
馳
別
に
軟

へ
た
る
T廿
硬
軟
な
其
都
度
鰭
坤
匠
の
分
党
pL
化
し
て
多
き
侍
は
十
､
少
き
畔
は

∴

殆
ん
.ご
等
し
き
時
は

･M
r)し
て
陀
班
に
て
表
は
せ
り
｡

瀞

+

〓

鮮

卑

濡

前

掛

蛮
-
斉
蘇
者

.

堰

音

辞

去

-
薄
軍

学
.
Z
,

>~
胡
糾

E
)
-
蚕

″

丑

j
L

B
桝
田
-
斉
藤
塗
.
T

蓄

m
-
t
血
Eg
ロ
.

A

首
府
義

-
>
j芸
g
B
.
B

義
甫
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加
島

B

″C
什
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1

1

1･什

什

什

什
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-

-

1

汁

什

什

け
十
十
+

Lt什
1

-
-

j;
-

1

-

什

-

1

I

什

-

-

l

･付
け
+
+

叫

頭

取

1

-

-

什

什

-

1

-

-

-

日什

+

-

-

+

･十

‖什

-

1

-
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-

-
-

-

+
什

汁

什

-
I
1

什

1

-

-

寄

席

詔
琴

汁
恥

汁

甘
赤

紫

t

j
m

E
r

A

証

Eg
B
一

^
血
堅

プ

風
琴
革

2

)

申
鼎

吋
矧
4
0
繋

fC､
拝
｢
･C
±
汁

X
I
I
き
一
ノ
″

什

蒜
汁
琶

碩
｢

叫

叶

q-
(
~

4

0

第

卜

二
乗
に
で
は
照
明
時
制
及
照
蜘
暗
明
か
唱
の
分
誰
に
及
は
す
齢
轡
は
1-｣
か
な

ら
す
〇
八
時
聞
及
十
二
時
間
照
剛
に
於
て
6
み
な
ら
す



tG
･

命

-
iS<持
薬

.

-

繋

繋
.
汁
啓
.

十

勝

欝

.
雲

i
什

第
十
三
袈

'J
放
れ
ば
八
帖
制
州
小判
に
て
は
LP
､
乃
､
C
､
の

如

-

生

育

の
初

期

(
七

H

四
日
)

に
於
て
非
也
は
絞
先

細

色

な

れ

.ご

後

稀
の
フ
ォ
ー
べ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
附
す
ろ
浪
験

的
研
究

ヽ
解

†
報
】

l
九
七7



桁
の
フ
ォ
ー
ペ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
闘
す
る
簡
蛤
的
研
究

(
節
て鞠
〕

7
九
八

(
八
月
湖
H
)
に
は
溌
祐
也
',)な
る
O
而
し
て
A
の
卯
-
捜
作
を
止
め
自
然
状
悪
に
移
す
畔
は
次
題
に
標
準

の色
に
近
づ
き
拓
別
な
き
に
至

る

〇十
二
時
間
州
側
に
て
ら
生
育
の
初
期
に
於
て
は
淡
純
色
な
､J,.,7
)

後
に
は
憎
咋
･,)興
ら
ず
｡
而
し
て
操
作
を
止
め
自
然
状
態
に
移
せ
L
も
･rDT

が
伯
畔
t,)輿
ら
ざ
る
は
勿
論
な
り
｡

十
六
帖
相
順
桝
に
て
は
操
作
糊J
冊
中
は
濃
緑
色
･5
'?
も
操
作
を
止
め
自
然
北
恵
に
移
す
時
は
次
弟
に
淡
-
な
り
て
､
既
準
',)馬
別
な
き
に

至
る
｡

右
は
既
別
の
か

性
に
し
て
脳
蜘
時
間
の
良
き
柑
緑
色
を
.*
く
し
触
か
け

れ
ば
淡
く
な
る
な
り
｡
而
し
て
伐
作
朋
間
中
は
八
咋
問
､
十
二
時

間
､
十
六
時
間
蛸
例
の
剛
に
普
炎
々
認
む
｡

皿
､
出

軸

始

相
が
山
租
す
る
噂

1f
杵
3
円
枯
初
の
紬
が
頚
輪
外
に
規
は
n
L
畔
を
以
て
化
地
場
期
',)な
す
｡
又
第

t
､
三
年
に
て
見
た
る
が
JW1
-
穂
か

出
づ
る
に
二
出
,J
分
れ
て
=枇
初
早
-
出
紬
し
た
ろ
後
･q
T
期
u
il･'比
き
て
再
び
出
払
す
る
こ
PJ)あ
り
｡
前
者
を
第

l
朔
出
槌

rr)云
ひ
後
者
な

第
二
糊
山
帖
,I)
!亨
t
Q
本
性
敬
に
て
は
第

.i
刑
に
は
俳
か
に
各
棟
に

一
本
の
山
触
な
見
た
り
｡

第
十
袈
に
よ
り
て
.博
雅
に
化
し
,S
堤
の
出
穂
の
早
晩
日
数
を
示
せ
ば
第
十
別
表
の
如
し
.
快
畔
よ
り
早
き
'/)き
は
+
な
以
て
､
遅
れ
し
畔

は

I
を
以
て
表
は
す
｡
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喝
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や

ハ
十
ノ.
罫

(
-

)

B
昏

吋
/軌
T
u
蒋
億
声
帯
JL
B
^
B
蛸
等
聖

_ELF
.

声
唱
4

0

第
十
過
去
に
よ
れ
は
仰
…桝
暗
闘
,こ
出
抽
期
の
早
晩
,,)
に
組
し
て
次

S
細

く
叫
岨
な
る
串
ほ
を
瑚相
打
.

二

八
時
間
州
桝
は
常
に
削
紬
を
早
LL1
.
而
し
て
前
紀

LS拓
別
に
於
て
は

(
;-
)
(
G=
)
(
C

)
の
卯
-
情
椛
朋
よ
り
開
花
迄
連
約
八
時
間
恨

桝
し
た
る

1
の
甚
し
-
出
棺
促
進
の
効
果
Jtl岩
し
て

(
B
)
に
て
は
甥
畔
よ
り
･J
捕

○
-
川
二
T.il;i
-
爪
他
5
'し
め
た

り
O

へ
.HI
)
-
(
乙
)
t
L
丙
)
I
(]丁
)
を

比
較
す
れ
ば
11
.R
1.5
る
如
-
.5
3
=
州
別

S振
作
開
始
帖
判
か
巡
る
れ
ば
過
る
1
.稚
漸
次
出
穂
促
進
の
幼

果
な
減
ず
｡
九
日
太
目
は
肺
に
山
軸
せ
ん
P,エ
h-
ろ
三
=
前
に
過
ぎ
ざ
る
故
に
R
'出
槌
促
進

S効
県
放
き
こ
,')甲
ら
か
な
り
0
苗
代
糊
の
如

稲
の
フ
ォ
ト
べ
ヮ
オ
ヂ
ズ
ム
に
幽
す

る
蛸
陵
的
研
究

(第
t
報
)

一
九
九



相
の
フ
ォ
ト
ベ
D
オ
ヂ
ズ
ム
に
関
す
る
箕
陵
的
研
究

(那

1
朝
)

二
〇
〇

き
描

い生
育
の
山
･J
和
利
の
操
作
も
有
効
に
し
て
生
骨
の
早
き

朋
=H
の
操
作
は
助
巣
の
放
き
rr)云
ふ
水
母
を
認
め
ず
.

苗
代
期
間
(
A

)

の
み
八
時
間
組
明
',,な
せ
ば

一
株
よ
り

一
本
宛
は
畔
L{
り
三
五
-
三
七
日
も
早
く
第

.!
朋
i;柚
な
出
せ
.))
･･D第
二
朋

出
穂

(即
ち
本
来
の
出
穂
)
は
之
が
鴇
め
に
放
っ
て
迎
JL
て
標
準
に
比
し
二
〇
1
二

一
日
も
遅
れ
て
出
柚
せ
り
｡

二
､
十
二
特
例
柑
明
か
川
穂
に
及
は
す
彫
世
は
前
紀
八
時
間
照
朋

S結
果
'[)坐
-
同
じ
O
L
か
ら
P_穂
促
進
S
効
兆
は
八
時
間
胴
朗
に
於
J

る
よ
り
･J
･3
著
し
｡

三
､
十
｣ハ
帖
相
場
明
は
光
軸
々
不
能
な
ら
し
め
或
は
巡
ら
し
む
｡
綱
紀
筏
敏
に
て
晒
種
朋
ー
挿
秋
朋
､
又
八
月
五
日
よ
り
迎
榊
十
六
帖
問
照

明
u
な
せ
L
も

Sは
川
軸
を
不
服
な
ら
し
め
た
る
こ
'F'
(叩
)
~
(
乙
)I
(丙
)
の
如
し
O
九
月
五
日
,/)な
ら
は
山
他
三
日
前
な
る
故
に
迎

嬉

S影
響
な
し
O

苗
代
朋

Sみ
か
戊
は
掃
梯
朋
-
八
月
的
日
の
み
な
十
六
帖
間
照
_朋

)ヾィ.6し
て
井
後
は
自
然
の
嫉
悪
に
退
け
ば
数
日

出
轍
を
迎
ら
し
む
ら

の
み

(A
)
I
(
B

)

の
如
し
｡

前
妃
の
･'tb
.臓
に
於
て
は
相
の
出
柚
な

し
て
愚
も
小
助
.｣促
進
せ
ん
に
は
描
柾
朋
よ
り
開
始
し
て
連
鎖
八
-

一
二
柿
間
の
侵
日
姻
甲
ぞ
行
ふ

べ
-
~
叉
不
出
紋
に
あ
ら
tyT.る
稲
畑
に
て
山
地
を
遅
延
せ
し
め
ん
rr.せ
ば
捕
種
朋
よ
り
八
月
始
よ
で
十
六
畔
間
周
明
pJJハf
す
べ
き
を
切
る
な

_り〇
五
~
成

熟

期

桔
梗
が
発
受
せ
る
峠
を

以
て
成
熱
朋
'/)す
.
憤
蝉
は
旭
に
て
十
日
二
十
ヒ
臼
~
吉
備
紬
一
.2

て
十
月
二
十
八
日
に
成
.払.I:せ
り
.
此
憤
畔
に
比

し
て
他
』
の
成
琳
州
の早
晩
=
出
々
調
べ
た
る
結
果
は
第
十
五
表
の
如
し
｡
標
準
よ
り
早
き
'[)き
は
+
rJ,し
遅
れ
し
時
は
l
,I)
せ
り
｡
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表 芸 占 - 弓 雪軸等考
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十
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相のフォトべリオヂズムに脱する･:<除的研究(餌I和)二〇一



縄
の
フ
ォ
ト
.ヘ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
脱

す
る
究
由
的
研
究

(
第

1
報
〕

二
〇
二

二
朋
蝕
の
成
魚
は
極
め
て
覆
し
-
巡
れ
に
り
O

長
日
照
明
拙
作
は
不
出
紘
一ぜ
水
た
す
か
或
は
出
穂
す
る
も
そ
の
成
熟
な
遅
ら
し
U
.
晒
純
朋

-
八
日
川
口
に
十
六
時
間
照
明
は
二
-
三
日

域
.Fnr･:一任
遥
ら
し
め
､
苗
代
朋
間
の
十
lI
咋
仙
船
舶
も
1
-
二
日
岐
孜
な
遅
ら
し
め
た
り
｡

本
性
駿
の
幅
別
に
於
て
紘
摘
種
別
よ
り
八
月
川
口
迄

の短
日
或
は
長
日
照
明
が
其
成
熟
に
及
は
す
形
野
の
最
も
大
な
る
を
認
ひ
ろ
な
り
.

三
'
組

一
､
前
串
の
任
蛤
PrJ幽
休
し
て
唱
和
六
年
に
槽
種
別
よ
り
収
班
朋
迄
の
種
々
の
時
朋
に
長
日
､
短
日
操
作
な
な
し
て
之
が
椙
の
生
育
及
開
花

に
及
繰
す
影
懸
な
行

駿
せ
り
O

二
､

一
般
に
描

S生
育
中
の
或
畔
朋
よ
り
連
綿
八
時
間
叉
十
二
時
間
渦
明
繰
作
′ば
行
へ
ば
長
き
槌
相
の
伸
長
は
富
t
.ら
る
｡
之
に
反
し
て
十

六
時
間
照
明
を
連
研
す
れ
ば
梢
の
草
丈
は
仲
.1'〟｡

三
､
本
蛭
散
に
て
は
八
時
刷
､
.十
二
時
間
､
十
六
時
間
の
絹
明
横
作
に
て
は
之
が
分
雄
に
及
は
す
滋
野
を
･明
ら
か
に
認
む
る
こ
r/,絶
は
ぎ
り

し
〇

四
､
rf
時
間
又
十
二
時
間
掴
桝
の
擁
作
を
鵠
せ
ば
深
緑
叉
淡
≠苅
緑
色
,I)人仏
り
'
十
六
時
間
照
明
r'.鵠
せ
ば
濃
緑
色
rJ一な
る
｡
而
し
て
繰
作
を

止
め
自
然
淑
僻
に
移
す
峠
は
前
者
は
漸
次
退
く
､
後
者
は
漸
次
探
-
な
り
て
憤
申
.I)興
ら
ざ
る
に
至
る
.

五
~
八
時
間
叉
十
二
時
糊
照
朗
は
;:･I
に
出
柏
な

早
む
｡
妹
に
本
･...d
駿
に
て
は
頂
椎
朋
よ
り
開
花
迄
迎
鎖
し
た
る
知
日
照
明
が
.段
も
出
場
促
進

の

効
果
あ
り
た
り
.
短
日
操
作
開
始
別
か
過
る
れ
ば
選
る
1
程
井
出
抽
促
進

S効
果
を
減
ず
.









六
､
苗
代
朋
㈹

･3..1み
八
畔
相
成
は
十
二
時
仙
洞
明
操
作
三

佃
法
は

l
林
よ
り

一
本
宛
早

-
第

一
胡
山
稜
を
来
た
し
.
甚
避
れ
て
琴

1聞
出
稚

(
太
目
柚
)を
衆
LJtす
O

七
-
十
山ハ
暗
闇
照
りj
模
作
は
如
何
な
る
峠
朋
よ
り
開
始
す
る
･J
之
を
連
綿
す
れ
ば
川
棚
を
遅
ら
し
む
る
か
或
は
不
刑
描
,=l
終
ら
し
む
｡
さ
れ

P.j
J

始
め
蛇
る
朋
仙

り抄
十
六
時
捌5-1
頗
作
を
な
し
て
後
に
自
然
に
鋸
せ
ば
出
穂
迎
延
の
㍊
轡
は
少
な
し
.

八
､
不
出
軸
に
終
ら
′yT,る
柁
比
に
て
数
日
山
紬
を
過
ら
し
め
ん
prIせ
ば
漕
種
別

lSり
八
H
竹
ま
で
長
口

(
十
六
時
rZ-･~
)
r',な
し
以
後
は
自
然

に
蹄
へ
す
べ
L
O

九
.
帰
日
操
作
は
成
熟
,ぜ
早
LnO
而
し
て
腰
種
別
よ
り
連
綿
し
て
鰯

11
魂
作
な
行
ひ
た
ろ
峠
に
.最
･J
J幼
鵜
あ
り
Q
托
操
作
開
始
1-l
か
遮
る
1

稚
成
熟
促
進
の
効
果
少
ハ仏
し
｡

10
1
長
日
操
作
は
氾
嘩
せ
せ

り
し
む
ら
故
に
白
か
ら
成
熟
.仔
盛
ら
し
誓

第

五

章

三
年
間
連
績
暮
夜
照
明
が
桐
の
出
穂

開
花
に
及
は
す
影
響

I
'
･Bj
e
駿

の

方

法

一
､
日

的

唱
和
川
平
に

隅
廿々
有
半
は
他

の日
日勺
の
鵠
め
に
同
じ
椙
を
抑
々
の
兆
な
れ
る
畔
朋
に
開
花
結
性
せ
し
め
ん
p/)し
て
相
の
照
例
帖
聞
な
興

に
し
た
り
｡
兆
i;
共
沈
に
別
ら
J3
1

如
-
u
順
帖
刷
の
長
短
が
相
の
生
首
及
開
花
に
潜
し
き
影
蛸
.せ
及

は
し
､
且
つ
荘
稚
児
朗
は
山
槻
な
し

楢
の
フ
ォ
ト
べ
-
オ
ヂ
ズ
ム
Li棚
す

る
兜

除
的
叫
究

(第
1
報
J

二

〇
三



桁
の
フ
ォ
ー
ペ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
関
す
る
慨
漁
的
研
究

(
弟

1

軸
〕

二
〇
四

て
不
旭
に
終
ら
し
め
た
り
｡
鼓
に
於
て
著
者
等
は
新
計
強

)ヾし
て
荘
硬
照
明
を
硬
に
永
-
連
鎖
し
た
ろ
紙
鵜
野

り山
帖
槻
花
の
仲
野
に
如
何

な
る
影
唖
を
及
綾
す
も
の
な
る
か
な
曙
か
め
ん
p,)
し
て
備
裾
迎
埼
性

版
し
て
今
日
に
及
べ
り
0
始
の
に
照
1-J
峠
1
か
稲
の
山
柚
掲
花
に
及
.描

す
㍊
笹

を
陀
し
て
次
に
連
招
照
明
の
結
見
な
記
さ
ん
rJ)す
〇

二
.

試

料

旭
及
吉
備
棟
の
二
品
種
な
川
ひ
ポ
ッ
ト
に
植
ゑ
て
試
駿

に
供
す
｡

三
､
照
明

S帖
朗
及
峠
冊

本
性
敬
に
新
手
せ
し
ぼ
昭
和
的
年
八
月
十
二
日
ハ仏
り
L

奴
に
絹
の
仰
長
朋
な
り
.

三
種
.J
隔
別
し
て
怖
蝉
は
止
聴
自
然
の
睦
に
鮭
外
に
放
正
し
た
る
も
の

)ヾし
､
八
時
冊
附
則
は
午
前
八
峠
よ
り
午
後
川
峠
迄
日
光
の
下
に

置
き
午
後
拘
暗
よ
･リ
受
納
八
幡
迄
暗
室
に
監
き
た
り

Q
恕
聴
牌
机
は
顎
間
日
光
に
骨
は
し
め
､
牛
後
他
時
よ
り
翌
朝
へ
岬
迄

T
O
O
ブ

オ
ル

ト
､
二
〇
〇
ヮ
ツ
ト
の
fia
燈

'1脱
ら
し
た
り
｡

此
混
め
'1
凶
尺
他
力
､
高
証
尺
の
照
明
新
,tJ作
り
て
上
に
前
記
の
屯
燈
を
吊
る
し
た
り

.

節

が
小
な
o
L
拭
め
に
照
触
新
円
が
i=州
温
P,1な
り
た
り
｡

偵

畔
及
八
帖
ー-11
m
朋
院
は
唱
和
幽
bLiL
の
み
に
て
傑
駿
を
終
り
た
る
が
謹
聴
照
明
帖
は
基
後
述
組
し
て
触
日
程
硬
照
明
し
､
昭
和
.<
年
､
六

年
に
亘
り
今
日
に
及
べ
り
.
冬
別
は
ガ
ラ
ス
室
内
に
正
き
て
越
冬
成
育
せ
し
め
た
り
O

四

､

調

稚

事

項

招

3出
抽
開
花
並
に
成
育
状
況
を
調
充
b
Jり
.



二
､
･.q

敬
の

結

果

一
､
出
拙
.
開
花
~
及
結
拝

昭
和
凶
年
の
結
果
な
妃
さ
ん
に
石
質
敬
S
結
県
出
鮎
別
及
開
花
肌
に
於
て
明
ら
か
な
る
早
唯
の
茸
を
生
じ
た
り
0
沈
刊
の
如
-
潤
:=
峠
川

を
塩
梅
す
れ
ば
出
柚
及
開
花
は
早
-
な
り

七
照
削
暗
闘
が
艮
-
な
れ
は
山
稜
峠
別
は
巡
る
･,
の

み
な
ら
す
誼
y
.照
明
に
て
は
殆
ん
,ご
山
帖
せ

ず
し
て
極
め
て
溢
れ
て

1
株
に
一
-
二
本
の
甚
1
'L退
化
せ
る
崎
形
の
紘
一■tl出
せ
る
の
み
に
て
正
常
な
る
紬
々
出
す
こ
P,,無
く
~
従
っ
て
開
花

を
見
ざ
り
し
.
出
紬
舶
花
の
時
制
を
配
せ
ば
弟
十
｣ハ
表
の
如
し
O

荊

十

六

表

出

組

軌

の

早

晩

備

考

軒

確
照
明
に
於
て
は
大
敗
に
出
憾
せ
ず
し
て
駈
め
て
温
化
せ
る
相
が
一
-
二
㌫
生
せ
-
0

第
十
六
表
に
よ
れ
ば
'f
lf畔
に
化
し
八
峠
刷
照
-;-j
は
六
~
七
H
ELt
-
出
触
し

且
つ
開
花
せ
り
｡
避
聴
視
リー
は
･TJ
に
反
し
て
搾
畔
に
比
し
て

l

ヶ
月
除
湿
れ
~
伊
か
ら

1
株
に
.I
-
二
木
山
で
し
の
み
に
て
布
地
は
極
め
て
小
さ
-
し
て
退
化
し
伐
か
に
柚
の
形
セ
な
i
に
過
ぎ
ず
｡
花
な

開
-
こ
rJ,旅
し
9
(
克
瓦
井
五
.
六
)

柄
の
フ
ォ
ー
ペ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
陥
す
る
慨
随
的
即
死

〔第

一
戦
)

二
〇
五

=■■



稗
の
フ
ォ
ト
べ
-
オ
ヂ
ズ
ム
に
関
す
る
邪

験
的
研
究

(坊

l
報
)

二
〇
六

八
時
間
照
明
は
雌
畔
に
比
し
て

一
週
川
早
-
m-1
柚
し
た
る
鴇
あ
に
結
･'比
良
-
し
て
不
稔
虹
少
な
か
O
L
.
鰭
畔

(
自
然
状
鵬
心)
匠
に
於
て

は
不
稔
粒
は
旭
に
五
･
八
%
~
吉
備
帖
に
七
･
五
%
な
り
L
に
八
畔
mI
照
明
院
に
て
は
旭
に
五
･三
%
ー
吉
備
紬
に
g
:二

%
な
り
し
.

二
､
成

育

状

況

標
準
ー
<
時
間
照
明
~
及
g
j
准
尉
朗
の
三
陸

･S成
育
状
況
を
比
較
脱
穀
し
た
る
,L
既
準
rr八

畔
仰
照
明
P,)は
草
丈
及
分
雅
に
於
て
差
異
を

認
め
ざ
む
し
が
社
稚
照
朝
原
に
於
て
は
草
丈
は
小
､
S
.難

は
大
に
し
て
よ
く
覆
宵
し
た
り
｡
而
し
て
ス
ス
キ
の
如
き
外
剛
を
QtfL
'
高
き
位

置
よ
り
分
蛮
せ
り
｡

又
重
な
駅
家
し
た
る
に
八
障
仙
洞
明
の
-
の
1

兼
に
は
多
-
の
朋
廠
輩
枯
柄
の
跳
払

々
生
じ
た
り
O
腰
畔
の
も
の
は
御
者
に
比
し
て
出
払

少
な
か
り
し
｡
而
し
て
荘
稚
脂
明

のも
Sに
於
て
は
殆
ん
･7)斑
鮎
を
B
lぜ
す
し
て
燕
色
済
色
な
り
し
｡

三
ー
連

鎖

照

明

昭
和
凶
年
に
#
葡
照
明
(,)な
し
に
る
相
は
殆
ん
,.7,不
出
轍
の
状
態
な
る
が
標
準
.4'比
L

l
ヶ
月
遅
れ
て
極
め
て
不
完
全
な
る
退
化
は
な

1

珠
に
1
-
二
本
出
せ
り
｡
勿
論
開
花
せ
ぎ
り
し
｡
之
等
の
株
な
ば
秋
~
冬
~
藩
を
通
じ
て
解
に
花
穂
照
叫
の
下
に
斑
き
て
~
昭
和
五
年
の
丈

に
至
り
L
に
株
は
新
に
分
報

･
L
Jよ
-
成
育
し
た
る
も
準

し全
-
出
馳
せ
.,･Jわ
し
O
其
木
?.穂

の拙
盟
は
前
年
よ

り
も
故
に
的
確
な
り
｡

(
岩
鼻
准
七
)

昭
和
五
年
十

l
月
ji
五
日
.11
共
等
の
株
の
草
丈
及
分
聴
故
を

調
発
せ
L
に
次
の
如
し
.

旭

第

l
ポ
ッ
ト

草丈
八
四
､
〇
糎

分
硬
軟

五
四
本

第
二
ポ
ッ
ト

〝

五
五
t
O
〝

〝

二
六
〃



第
三
ポ

ッ
ト

吉

備

粘

第

l
ポ

ッ
ト

第
二
ポ

ッ
ト

第
三
ポ

ッ
ト

七
五
~
克
〝

七
l
r
O
〝

｣ハ
七
､五
〝

七
三
､
〇
〝

三
九
〝

六
凶
〝

二
三〝
五

t.〟

前
記
の
株
々
尚
荘
硬
照
明
の
も
r/J
に
唱
和
六
年
造
機
年
せ
し
め
~
六
月
升
目
に
前
記
各
棟
を
裂
き
て
二
分
し
.
攻
の
如
き
新
規
の
便
験
に

供
せ
り
｡
断
ち
株
の

一
部
分
を
新
ポ

ッ
ト
に
移
糾
し
て
荘
稚
児
明

りも
rJ)
に
造
.T,U
他

の
l
部
分
を
他

の新
ポ
ッ
ト
に
移
植
し
て
自
然
照
明
3.1

も
PJ)
に
逆
さ
た
り
｡
｣ハ
月
升
目
に
株
分
け
せ
し
峠
の
新
株
の
分
雄
数
は
次

S細
し
0

旭

昇

1
ポ

ッ
ト

分
碓
数

七
二
本

第
二
ポ
ッ
ト

吉

備

穂

第

一
ポ

ッ
ト

第
二
ポ
ッ
ト

弟
三
ポ
ッ
ト

五
二
本

六
七
本

五
九
本

六

一
本

肺

考

右
各
鎌
は
供
出
の
被
F
.激
甚
た
り
し
故
に
枯
死
せ
る
嚢
多
し
｡
故
に
右
の
分
盛
取
は
枯
死
せ
し
!'V,̂g
を
lt含
む
1.l
o
o

右
の
結
果
株
分
後
も
漣
統
裁
俺
旧
.明
)Ir,わ
も
,S
は
elI
H
に
至
る
迄
山
柚
糊
花
せ
す
し
て
%
.I育
す
る
も
自
然
児
朋

3兆
憩
に
従
締
せ
し
め
L

も

Sは
旭
~
吉
備
触
共
に
;:｡
和
六
年
九
日
例
日
に
的
触
捌
花
々
始
め
て
仲
油

の碍
か
自
然
に
陶
花
せ
し
畔
p,I)同
時
な
り
し
｡
十
J
ji
五
日
に

は
欧
に
過
熱
の
状
態
な
る
な
謎
め
た
り
｡
(
充
血
井
八
.)

相
の
フ
ォ
ト
ペ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
鮒
す
る
米
除
的
附
究

(節
t
報
)



相
の
フ
ォ
ト
'(
-
オ
ヂ
ズ
ム
に
関
す
る
訳
駿
的
印
兜

(第

1
報
)

三
､
結

宿

本
性
椴
の
結
果
な
綜
括
す

れ
ば
次
の
如
し
O

l
､
自
然
照
明
に
化
し
て
八
時
間
照
明

(
八
月
十
二
日
後
)
は

l
週
朋
早
-
山
油
川
花
し
て
成
育
良
好
不
稔
紘
少
な
し
0
分
礎
及
草
丈
に
於

て
は
差
鵜
な
し
｡

T
lJ
筏
准
照
明

(
八
LH
十
二
日
後
)
の
･･D
の
は
成
長
よ
-
､
分
雄
大
な
り
し
か
草
丈
は
自
然
柑
明
に
比
し
て
短
か
く
､
且
つ
瀧
色
紫
色
を
生

す
｡
自
然
柑
明
に
比
し
て

一
ケ
月
過
れ
て

一
株
に
つ
き
退
化
帖
な

二

二
本
な
出
し
た
ろ
･J
開
花
せ
ず
｡

三
､
荘
裾
照
明
を
三
年
冊
迎
出
セ
る
も
の
は
僻
に
よ
-
成
育
す
れ
.j
J
も
決
し
て
F.拙

せ
ず
C
さ
れ
き
二
二
年
日
に
株
分
け
し
て

一
部
を
自
然
照

-S
の
も
,')
に
駁
き
た
る
に
焼
串
Tr)全
-
同
じ
-
出
棺
桔
乱
せ
り
.
故
に
良
き
閤
遊
脚
照
明
の
餌
め
不
出
柚
に
隣
り
し
株
･J

I
技
自
然
状
態

に
牧
蹄
せ
ば
倍
型
的
に
出
粘
結
性
す
0

第

六

書

相
模
が
部
分
的
に
受
く
る
長
極
目
操
作
の
影
響

一
､
潜

験

の

方

法

1
休
の
椙
な
左
右
に
分
ち
､

1
部
分
は
荘
確
描
胡
PrJ
な
し

1
部
分
は
通
日
絹
桝
,,,
な
し
た
る
峠
之
が
偶

の生
宵
出
柚
に
及
は
す
形
呼
を
札

た

り
｡

一
､

試

料



旭
及
吉
備
軸

の二
品
種
な
Ⅲ
,か
｡

六
日
tL
臼
に
苗
代
に
於
て
第

1
及
顔
二
分
髄
進
が
殆
ん
r.iJ同
じ
確
度
に
硯
長
せ
る
株
を
浩
出
し
'
中
4
'

の
位
垂
を
:Tl験
し
て
二
本
,()な
し
~
之
な
.ホ
ッ
ト
の
中
火
に
移
椛
･

)-
中
央
に
-
タ
ン
板
を
挑
み
て
ー

一
株
な
し
て
･L
タ
ン
板
の
左
右
に
別

別
に
生
育
せ
し
め
た
り
｡
此
等
は
操
作
開
始
朋
に
紘
分
渡
し
て
井
石
谷
三
水
宛
,]こ
≠
れ
り
〇

二
､
J:%
明
の
畔
聞
及
畔
川

各
品
種
に
二
抹
宛
を
探
り
前
紀

の叩
き
力
社
,.J
て
一
杯
の
塵
を
左
右
に
分
ち
て

(
根
は
分
i1
･ず
)
一
牛
の
葦
を
態
確
照
明
の
下
に
泣
き
､

他
牛
の
重
な
午
前
六
-2
よ
り
午
後
二
峠
這
い
八
幡
糊
だ
け
日
光
に
曝
ら
し
卜
六
時
榊
は
ト
タ

ン
板
の
閏
を
以
て
拙
ひ
た
り
｡
(
克
最
北
九
)

別
に
標
準
株
な
二
抹
扱
け
抹

いた
右
一塚
は
等
し
-
左
裾
自
然
の
状
態
に
遣
き
た
り
〇

七
H
五
日
よ
り
成
熟
峠
迄
迎
節
短
日

及

長

山り
操
作
⊥甘
行
ひ
た
.リ
C-

三
ー
施

肥

直
祥

十指
糎

の
.ポ
ッ
ト
中
川
ひ
之
に
肥
料
,/.し

て軸
性
粕

二
八
瓦
､
硫
酸
γ
ン
モ

t
T
0
-1二
七
瓦
､

過
伊
慨
TLC
灰
0
､三
七
瓦
､
硫
俄

加
里
〇
.
t八
瓦
を
飽
こ
せ
り
｡
流
感
7
ム
モ
ニ
ヤ
な
於
.Tuて
全
部
を
韮
肥
pJ)
,仏で｡

｢八
日
九
日
に
硫
酸
r

ム
モ
二
十
を
追
肥
さ
し
て
施
こ

し
た
り

0

捌
､
調

充

事

項

各

1
枚
の
重
な
は
1.･lj
右
に
桐
介
し
右
は
八
時
冊
ー
先
は
JLL
湖
畔
糊
の
=I:朋
r/.な
し
'
峠
空
化
石
の
室
の
草
計
へ

分
婚
数
ー
丑
色
.ぜ
調
べ
且

つ
出
抽
始
聞
及
成
熟
朋
を
調
瀬
'せ
り
O

相
の
フ
ォ
ト
.へ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
槻
す
ろ
鮮

取

的
研
究

へ妨

1
報
〕

｢

ー



田
の
フ
ォ
J;
へ
り
オ
ヂ
ズ
ム
に
脚
す
ろ
溌
駿
的
研
究

(解

1
報
)

二
'
･34
y
駿

の
結

果

定
故
の
結
果
を
纏
じ
れ
ば
第
十
七
表
の
如
し
O

第

十

七

表

(
二
株
平
均
)
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^ JLJI叫 .Ĵ● ヨ ニま 謹 乍音 量

● ● ●(二) ⊂:⊃ 己 ′ヽ 三 四 ._I(= えー｣

三三 三 三 三 ま -, I-■ ~■~~サ ー'I

緑 林 緑 林 紡 練 練 l称

-1ニ ノ＼ 六 JJ+～二二 JZI JJ1-⊂:⊃●● ● . -ヒ JTAt. .AEEd 一tニ ーLj P■ 苛 八

●プヾ1j ⊂つ く=⊃ ● ● ● ●- 五 三三 rTL 字 詰.t葛 篭
ざく JLL Tこ こ

縦 線 鮭 露 鰍 紋 酢 訂

･.･...- ⊂=〉′＼ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ 七 九 汁賢 青書 墨也

ノヽ jLJ⊂⊃ ノヽ● 九 ニ 罰_ノヽ
● ● ●⊂つ ⊂:) ill_⊂二つ ● ■ ● ●⊂⊃⊂⊃ ⊆L-三重｣-
3J< ⊂⊃ ノヽ Ⅰ叫 }tJ⊂ユタtJ三三
● ● ● ●⊂⊃ ⊂:) Tt_ 可こ ●●■●⊂)⊂⊃FL-gLa.練漂殺練 鉄 悪 意

-一一一 ⊂:⊃ /1 (=⊃ ⊂⊃ ⊂:)七 亡:⊃ 忌 童

ノヽ 丸 く⊃ 九 JLL =三 jF_二二
● ● ● ●⊂⊃ 3rL 二′tJ ⊂=〉 ● ● ● ■⊂:⊃ ⊂⊃ =二 ⊂:⊃

- -

H C) ^ jtL■ ● JLL⊂⊃ 九 ノヽ
● ●C3 ⊂=)tJf_rirL ● ● ● ●⊂⊃ ⊂) ⊂⊃ ヨ乙

二 二 刈 = 岩 岩 刈 岩 茄

/.1 9 取 て1- ⊂=〉 aFL 今 FT 板 書⊂=I ⊂:⊃

一一 /′- -. / --
_-̂' ⊂⊃ _･.- ノ __九 ⊂:⊃ ⊂⊃
● ● ●C⊃ ⊂=) く::⊃ 主 よ 孟

芳 脊 'Bl 不十 十 土 山 九 九 八 不 也見 見 見 出 a始

日 日 日 括十 十 九 日 日 日 射 朔
一 十 T 皮白 月 月 '' .q 月 月 〝

克 元 十 六 六 七 熱期

一
相
場

制

IL
1.
‥
‥
仙
搬
錆

鮒
し
莞

娠

詣

純
酌
佃
禦

謂

柑
:nn
f
の
0

自

然

･
･
･
･
雀
夜
自
然
の
も
と
に
旺
き
た

-
O

八
時
間
日
照
に
せ
し
も
の
は
藁

繊
弱
な
り
0



一､
草

丈

七
月
五
日
に
長
池
日
照
肌
操
作
々
始
め
た
る
が

一
ケ
月
後
に
は
八
畔
仰
船
舶
の
部
分
が

け
蛸
時
日1j
f
-S

の
部
分
に
比
し
て
別
段
揮
丈
の
如

か
き
を
謎
め
す
反
っ
て
少
し
は
良

き
を
謎
め
た
る
柑
な
り
し
･1

九
日
旭
日
'
十
月
糊
口
の
間
瀬
に
於
て
は
知
日
照
明
が
長
口
照
明
よ
り
も
抑

著
に
短
か
-
な
り
て
伸
長
が
抑
制
附
帯
せ
ら
れ
た
る
を
認
め
た

り
.｡
長
H
TE
州側

い部
分
に
て
絃
伸
長
阻
器
S
覧

な
し
O

之
に
よ
れ
ば
楢
の

l
部
分
が
短
日
伯
明
の
窺
め
に
･'.,の
仲
良
阻
貰
せ
･ら
る
1
･ら
之
が
践
め
に
他

S部
分
S
叫
長
々
-
印
刷
す
る
こ
rr一な
き

が
如
-
､
部
分
的
の
苦
難
を
爽
た
す
･J
の
な
る
な
知
る
｡

二
-
介

頚

八
時
問
贈
明
の
部
分
は
介
硬
小
に
し
て
≠
凶
峠
仙
=
崩

の
部
分
よ
り
･J
分
殊
か
鞭
著
に
小
な
る
･ぜ
駆
む
.
≠
蛸
帖
附
氾
桃
の
部
分
は
分
焚

火
i5
日｡
右
に
よ
れ
は
絹
の

1
部
分
が
TB
e
臼
胴
助
に
紀
か
ら
れ
ば
介

雄
は
小
.I-な
る
｡
さ

れ
..iJ之
が
践
め
に
佃
の
郡
食
道
等
し
-
介
雄
か
小
,I)な
る

こ
rr)撫
-
部
分
的
に
差
兆
な
水
た
す
な
り
O

こ
.A-
発

色

憤
準
株

は
左
右
北
ハ
に
線
色
に
て
差
兆
な
き
は
勿
論
･.Iけ
り
.

一
株
を
花
石
に
介
ち
て
口
約
怖
い11
を

熊
に
す
れ
ば
八
畔
聞
照
例

S部
分
は
淡
緑

色
を
呈
し
て
北
率
は
糾
く
純
綿
L
{
り
J
廿
州
峠
冊
州
明

言部
分
は
淑
絡
色
(,)な
･D
て
輩
は
太
し
｡
故
に
短
日
照
明
の
部
分
は
憤
準
よ
･り
も
淡

色
に
て
長
日
照
明
の
部
分
は
ほ
畔
よ
り
も
演
色
な
り
O

四
.
出

軸

始

相
の
フ
ォ
ト
ペ
-
オ
ヂ
ズ
ム
に
船
叩す
る
基

的
研
究

(
箭

!
報
〕



柏
の
フ
ォ
ー
.(
リ
オ
チ
ズ
ム
に
施
す
ろ
災
除
的
研
究

(餌

1
報
〕

T二
二

第

'-
の
穂
が
非
輪
よ
り
出
始
め
し
峠
在
以
て
出
柏
始
ミ
す
れ
ば
八
時
は1
伯
明

S部
分
は
腰
畔
に
化
し
て
三
十
日
叉
三
十

)
口
早
-
出
穂
せ

り
O
之
に
反
し
て
_七
四
時
1--1
閥
桝
の
部
分
は
不
出
徳

Jに
終

り
た
り
｡
そ
れ
故
に
部
分
的
に
照
明
帖
冊
か
興
れ
ば
各
部
分
は
出
穂

.1幽
し
別
々

の
粘
れ
る
現
魚
な
呈
す
る
を
判
る
｡
(
露
見
井
十
)

第
四
年
の
耳
板
に
於
て
七
月
五
日
よ
り
牧
捜
朋
迄
連
綿
八
時
冊
蛸
叫
,,)
な
し
た
る
抗
に
於
て
は
八
月
十
日
仁
山
柚
を
始
め
た
る
が
此
俊
敏

に
で
も
七
月
五
日
よ
り
連
流
八
時
間
蝦
明
(,)な
し
た
る
部
分
は
八
月
九
円
叉
十

1
日
に
地
軸
し
た
る
故
に

1
株
を
操
作
す
る
も
史
株
の

]
部

分
を
擁
作
す
る
も
井
結
果
は
全
-
同
じ
O
株
の

一
部
分
を
良
[~
操
作
.I)
な
し
て
山
紬
を
過
ら
し
め
或
は
速
に
不
出
組
に
終
ら
し
む
る
も
此
部

分
が
他
の
部
分
に
〃彬
皆
し
て
出
穂
を
牽
制
し
て
山
地
を
遅
ら
し
U
る
水
盤
6
7,を
知
る
な
り
｡

五
､
成

熟

短
日
雌
作
を
な
し
た
ろ
部
分
に
於
て
は
軸
は
憤
畔
に
光
す
っ
こ
tJ,
二
十

1
日
に
て
成
熟
せ
り
0
第
川
中
の
博
験
に
て
本
性
依
,(,同
朋
川
件

の
ま
1
八
時
=3日ー
照
明
を
な
し
た
る
,J
標
咋
株
に
化
し
て
二
十
日
叉
二
十

一
口
早
-
成
熟
せ
る
が
故
に
株

Sと
1
叉
株
の

一
部
分
の
み
な
短
日

拙
作
す
れ
ば
非
成
恥
｡;な
早
む
る
こ
pJJに
於
て
発
く
同
じ
0
故
に
株
の

l
部
分
が
常
に
'-.舶
緑
色
な
毒
し
て
成
育
を
琉
-
る
も
之
が
帖
の

知
日
操

作
の
部
分
な
牽
制
し
て
成
熟
な
巡
ら
し
む
る
こ
,I)無
し
｡

短
日
模
作
の
部
分
は
視
米
か
成
熟
し
た
る
後
に
港
外
を
切
り
取
り
た
る
に
排
は
漸
次
腐
朽
し
た
れ
ーご
も
垂
の
旭
の
部
分
は
十
二
月
に
入
る

も
緑
色

(
ギ
プ
ス
室
内
し
な
.1点
し
た
り
O
か
-
菱
の

一
部
分
は
腐
朽
す
る
も
他
の

1
部
分
は
磯
村
す
る
を
知
る
.

三
㌧
絶

宿



1
.
相
の
一
株
な
郎
介
し
て
1
乍
存
在
権
柑
肌
に
泣
き

1
年
を
蛭
‖

(
八
時
間
)
に
乾
き
た
る
に
短
日
頗
作
の

部
は
嘩
知
-
､
*
姥
小
､
碓

色
淡
-
､
山
地
結
伽
J,tL
か
O
L
が
ぷ
稚
肘
肌
S
部
分
は
餌
丈
長
-
､
分
雅
人
~
難
色
脆
-
し
て
不
出
組
に
終
れ
り
.

二
､
椙
株
の

1
部
分
が
地
引
節
介

小生
宵
湖
北
等
を
牽
制

する
こ
Ir)
芯
-
し
て
全
く
別
件
の
如
き
硯
魚
を

呈
せ
り
｡

第

七

章

考

1
ー
払
代
峠
1-

Sフ
ォ
ト
へ
-

T
ヂ
ズ
ム

'

.･-

椙
の
フ
ォ
ト
べ
-
オ
ヂ
メ
ム
な
折
牝
せ
ん
,,,せ
け
光
つ
苗
代
畔
桝
に
於
て
裡
船
せ
ざ
ら

ペ
か
ら
P
o
丁
代
e
,は
此
軒
別
に
つ
き

て任
験
し

ほ
し
で
始
め
に
早
く
1
酢
の
tb
旭
を
火
た
し
鮭

川
LJ題

三
刷
,1人
夕
放

S山
地
■付
火
た
す
こ
(,)等
･5

述
べ
~
群
f_糾
い
フ
寸
ト

.(
-
オ
デ
.ス

ム

に
鰍
す
る
新
た
な
る
少
壮
な
捌
か
に
㌔
し
た
･り
O
滋
.
J二
昭
利
九
年
に
着
古
叫叶か

府
端
に
つ
き
で
度
翰

し
ム
∵
心
結
氷
に
つ
き
て
述
べ
ん
rJL
す
o

拙
代
肋
間
に

.L
円
い照
f
.時
間
を
抜
く
す
れ
ば

浸
き
柁
1-i
は
鴨
-
､
分

娘
は
大
に
し
て
報
巴
は
瀧
ノ､
な
り
で
睦
全
に
成
長
す
｡
さ
れ
.7
.1止

は
腺
作
別
肌
中
に
埋
る
発
光
に
し
て
柚
作
削

=目
処-
し
て
､
搾
作
絶
好
(3
白
熱
此
_クj
に
出
-
rrl音
は
潮
次
に
出
郷
に
近
-
牝
附
し
て
生
育
上

の
差
日代.ほ
漸
減
･'.1
ろ
な
り
'3

芯
は
生
付
す
る
こ
'

,一能
は
>･｡

恨
C
･に
轟
か
生
育

㌻
二つ
も
押
秋
晴
に
清
軒
す
る
こ
T,)姥
は
ず
し
て
枯
死
す
C'
八
帖
附
､
十
二
軒
冊
､
二
十
E=q

峠
附
照
明

霊
田
は
生
向
上
に
差
舛
あ
れ
.iJ･J
挿
親
行
は
.何
れ
も
よ
-
屯
許
し
能
ふ
な
認
め
た
り
｡

相
の
フ
ォ
ー
'(
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
鵬
ナ
･C
邪
翰
TB..T.附
紀
L節
一戦
)

711三
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相
の
フ
ォ
ト
べ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
舶
す
る
某
除
的
帆
先

(第
1
報
)

〓

l
四

又
苗
代
峠
朋

の照
明
時
間
か
肘
帖
朗
に
及
緑
す
影
野
を
見
ん
に
十
五
日
間
､
三
十
日
間
の
掴
時
間
照
明
操
作
は
出
穂
朋
に
殆
ん
..7,影
響
無

し
｡
凶
十
五
日
間
に
て
は
苗
紘
析
著
せ
す
｡

苗
代
畔
朋
._1
八
時
岡
城
は
十
二
時
開
脚
鵬
J'ぽ
十
五
日
附
-
7二
十
円
問
出
-
る
も
出
穂
に
著
し
き
描

岬
な
き
か
故
は
殆
ん
r,.;)撫
彩
竹
な
り
.

さ
れ
L7,凶
十
.<
日
間
即
全
期
間
に
八
時
聞
及
十
二
陣
間
照
明
rJ)な
さ
ば
他
の
的
穂
な
し
て
極
め
て
不
瑚
ひ
な
ら
し
め
丁
氏
の
述
べ
し
か
如
-

山
桃
を
二
回
に
分
ち
~
第

TL
朋
は
極
め
て
早
-
し
て
t.
'
二
本
出
軸
L
t
謂
二
側
は
本
地
柚
に

てJTB然
州
明
よ
り
も
極
め
て
迎
-
地
軸
す
る

な
り
｡
而
し
て
十
二
時
糊
照
明
に
於
て
け
八
時
糊
照
明
に
於
T
よ
り
も
右
の
現
魚
は
堀
く
規
は
る
1
な
り
｡

小川
代
特
例
に
三
十
日
~
蛇
は
t
+
五
日

Tjq仲
照
明
',.な
せ
ば
中
生
ー
晩
生
種
に
て
は
Ir
柑
制
に
何
等
の
彩
呼
を
及
は
さ
ぎ
り
し
こ
',JT

氏
の
牲
iF
/)同
じ
｡
さ
れ
･'j)畿
内
支
壊
早
生
十
六
銑

(卑
仕
種
)
に
は
山
地
な
;
T
の
た
る
を
認
め
た
り
O

攻
に
苗
代
時
制
に
於
け
ろ
伯
槻
畔
関
々
同
じ
-
す
る
も
甥
前
代
時
制
中
の
前
線
に
よ
り
て
非
畑
剛

の1ra.D･警
興
に
す
.
例
へ
ば
揖
代
時
間

叫
十
五
.71-
別
々
折
半
し
て
前
期
及
後
朋
rr)L
t
前
半
偶
々
八
時
間
-
後
半
朋
な
謹
聴
州
明
'/,な
せ
ば
山
相
聞
に
滋
噂
....
S
か
り
L
も
~
之
T,)反

射
に
=Talt
や
別
々
迩
裾
照
明
J,)
L
t
後
や
明
を
八
時
間
照
明
tr)な
せ
ば
出
穂
朋
は
辿
れ
た
る
な
認
の
た
り
｡

二
'
椙
の
生
育
中
の
或
る
特
定
畔
明
ミ
フ
ォ
ト
べ
-
オ
デ
ズ
ム

晒
種
朋
よ
り
開
花
朋
立
郎
rf
苗
代
及
本
田
な
鳩
じ
て
長
日
叉
短
日
照
明
を
な
せ
ば
.
フ
ォ
ト
ペ
-
オ
デ
ズ
ム
の
現
象
は
極
め
て
朋
眼
に
表

は
る
0
例
へ
ば
八
時
牌
或
は
十
二
時
児
叫
,/】な
せ
ば
中
生
種
'
唯
牛
種
に
て
は

l
ヶ
月
乃
至
ニ
ケ
.凡
も
早
-
?.軸
せ
し
め
得
べ
-
~
早
生
櫛

は
北
ハ日
数
少
な
さ
も
同
様
山
地
を
早
め
紺
べ
し
.
之
に
反
し
て
二
十
四
時
間
脱
明
P,)な
せ
ば
約

1
ケ
月
氾
始
を
避
ら
し
め
或
は
全
-
不
日
旭

に
終
ら
し
む
｡



右
は
相
の
全
生
育
潮
間
.J
就
き
て
な

れ
三
･JT･･,.生
育
中
の
或
る
限
ら
れ
た
ろ
時
制

,1
於
げ
ろ
フ
ォ
1
44
リ
オ
デ
.ス
ム
は
如
何
な
り
や
は
招

S

栽
培
に
印
し
て
明
ら
か
に
な
す
べ
き
盈
雷
な
る
事
項
な
り
.

椙
生
育
中
に
於
け
ら
天
気

り良
舌
に
よ
る
娘
明
の
妻
が
信
の
錐
宵
に
及
緑
す
舷

響
如
何
の
如
き
は
此
例
な
り
.

I

著
者
等
が
絹
の
生
育
中
の
種
々
の
時
制

に
十
五
日
間
違
硬
照
明
久
は
五
時
間
渦
明
々
な
し
1
!る
峠
之
が
相
の
生
育
~
開
花
､
結
球
に
及
は

す
影
叩
な
賃
放
し
た
る
が
､
生
育
中
に
十
五
日
開
花
稚
照
明
.I.)な
せ
ば
其
朋
刷
中
に
草
丈
の
仲
基
は
阻
害
せ
ら
る
'

殊
に
伸
長
朋
糊
に
於
て

文
彩
呼
は
著
し
.
さ
れ
+.i)分
地
に
は
滋
呼
無
し
.
之
に
反

し
て
生
育
中
に
五
時
Hlー
照
明
pr)な
せ
ば
H
r胡
間
中
に
著
し
-
草
丈
は
伸
長
す
｡
殊

に
分
礎
朋
後
半
よ
り
伸
長
胡
1
.J
於

て其
伸
長
は
大
な
り
｡
分
雅
に
は
普
し
き
彩
叩
無
し
｡

出
場
に
つ
き
て
見
ろ
に
生
育
中
に
十
五
日
脚
遊
硬
照
明
prJ･.な
せ
.ほ
.出
他
な
巡
ら

し
,._1｡
こ
'JJ
に
伸
長
前
半
朋
の
操
作
の
影
呼
は
最
1
大
に

し
て
自
然
照
明
に
化
し
出
穂
な
し
て
十

八
日
逸

れ
し
め
た
り
0
屯
伸
長
政
争
朋
山
摺
作
は
肘
組
な
し
て
六
日
_問
過

ら
し
む
ろ
の
み
な
ら
ず
不

●

揃
ひ
rrJな
し
た
り
｡

介
頻
朋
に
於
t
)ろ
十

五
日
問

の先
陣
冊
灼
桝
は
出
穂
な
し
て
二
朋
に
分
ち
第

一
朋

肌
穂
々
叢
.il
阜
-
す
る
,I.同
峠
に
第
二
別
出
柚
な
し
て

反
っ
て
遅
ら
し
む
.
さ
れ
ば
出
穂
な
し
て
甚
L
'.不
揃
.[志

し
た
り
｡
こ
の
現
魚
は
駒
に
述
べ
し
帥
-
苗
代
全
朋
に
亘
り
短
日
操
作
を
な
し
た

ろ
功
合
に
起
り
た
る
現
象
rr.同
じ
｡

仲
良
前
半
朋

の十
五
日
附
五
_-1
帖
照
明
は
山
悼
な
し
て
少
し
-
早
め
､
伸
長
後
半
朋

の操
作
は
111
穂
一廿中
り
る
こ
,I)な
し
｡
故
に
前
項
,F'

合
せ
考
ふ
る
に
短
日
照
明
.'1
よ
C
･て
如
拙
な
早
め
ん
Pr,
せ
ば
成
る
可
-
早
-
着
手
L
t
或
る
朋
･3
長

-
連
鎖
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
o

生
育
中
に
十
五
月
F;5'
逆
相
照
明
'F,
な
せ
ば
的
轍
々
琴

ら
し
む
る

J
rr,前
述
の
如
し
O
出
穂
朋
過
る
1
峠
は
完
熟
朋
も
過
る
O
而
し
て
伸
長

桐
の
フ
ォ
ト
'(
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
幽
す
る
耳
飴
的
研
究

(妨

1
報
)

〓
1
五



相
の
フ
ォ
ト
ペ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
関
す
る
媒
陵
的
研
究

(第

1
鞘
)

〓
1
大

胡

に
於
げ
ろ
十
.九
円
HU

の丑
穐
脱
桝

は
粗
米

の
成
熟

な
甚
だ
越
ら
し
て
､
其
完
熟
肌
一ぜ
明
ら
か
に
す
る
こ
,I)能
は
ざ
る
を
札
た
り
っ
さ
れ
ば

穀

収

叔

甚
だ
劣
･;
･て
鴨
虹
敷

S少
な
き

の
み
な
ら
ず
千
抑
患
止
苗
.(
l少
な
し
.
貫

は
之
に
反
し
て
生
産

大
な
り
し
｡
結
僅
胡
山
荘
確
照
_甲

も

籾
米
の
成
熟
･ぜ

し
て
甚
だ
過

り
し
め
て
共
完
抽
別
々
明
ら
か
に
す
る
こ
,I)鳩
は
ぎ

り
し
｡

出
払
明
滅
に
純
度
朋
に
<拭
け
る
十
五
日
間
の
恕
硬
照
明
も
敬
他
流
を
減
じ
買
蚤

一倍
竹
す
の
傾
向
あ
れ
rご
･J
共
程
度
は
伸
長
朋
に
比
し
て
甚

'1
-軽
微
な

り
0
分
髄
別
に
於
げ
ろ
花
禰
附
.崩

は
右
の
卯
卓
桝
躍

ハl･
る
滋
廿

や
及
ほ
ru
I-り
し
｡

生
育
朋
中
何
れ
の
幡
朋

に
於
て
･･D
十
五
日
的
九
陣
胤

り粗
日
焼
作
を
行

へ
は

1
狼
に
鞍
収
蒐
な
減
じ
黄
也
丑
に
於
て
反
っ
て
榊
加
す
る
場

合
多
し
0
さ
れ
'),十
五

日
冊
の
滋
禰
照
桝

S用
心杉
.桝
:
に
比
す
れ
ば
短
日
の
影
印
は
極
め
て
経
小
な
る
の
み
な
ら

ず
他
の
短
日
雌
植
物
に
て
は

■

短
日
襖
作
が
結
･I.%
に
反

っ
て
良
好
な
る
例
あ
o
o
尽
発
着
等
が
他
の
耽
敬
に
て
も

八
峠問
操
作

S柿
.L
粗
氷
に
牝
の
少
な
か
り
し
な
見
IL'.ら

こ
rJ)あ
り
O

三
.
椙

S生
宮
中
に
於
げ
ろ
照
明
操
作
開
始
時
相j
放
嬢
作
例
帆
r,二
ノ
オ
ー
.!

ク
オ
デ
′ス
ム

次
に
考
ふ
べ
き
は
椙
の
生
育
中
の
或
る
岬
偶
に
触
EE
父
長
日
操
作
を
開
始
し
て
成
る
肌
川
建
増
し
た
る
峠
は
之
が
椙
の
生
育
､
開
花
､
結

標
に
如
何
な
る
戟
呼
あ
り
や
三

石
ふ
串
な
り
｡
孜
に
八
幡
附
及
十
二
時
州
照
桝
.甘
短
日
操
作
F')な
し
~
十
六
時
的
附
明
を
長
日
操
作
'1,な

し

て
以
下
考
察
せ
ん

しヾす
｡

∫

窮
凶
弾
の
性
駿
に
よ
れ
ば

1
股
に
岬
佃
な
る
時
朋
よ
り
短

日
操
作
を
始
ひ
る
1
之
か

連
鎖
す
れ
ば
結
綿
相
の
仲
長
々
阻
害
す
る
を
終
日
｡

然

る
に
第
三
･,tL
に
於
て
運

べ
し
:S
に
よ
れ
ば
確
り
生
育
中
の
如
何
;h
O
時
制

'1
tJL
も
十

在
日
的
九
怖
附
冊
明
'/
Tな
せ
ば
其
偶
冊
に
選
り
仲
良

は
大
な
り
,I)運

へ
た
る
,rJ柑
反
す
る
が
仙
-
見
ip
｡
及
第
川
串
に
よ
れ
は
長
口
拙
作
が
逮
絹
す
れ
ば
垂
の
伸
長
は
良
好
な
れ
rrjJ弟
三
尊
に
て



は
十

五
u
附
の
此
焦
附
歳

に
て
垂
の
伸
長
は
臥

筈
さ
れ
た
り

0

か
･

/
弟
他
串
の
母
野

､一撃

二
皐
の
怨
敵

,ヾに
於
て
紙･紫
か
棚
反
す
る
が
如
-

見
ゆ
れ
,3'此
柵
超

は
腺
作
例
裾
の
長
短

に師
団
す
る
な
り
0
娩
日
操
作
に
て
は
磯
は
良
-
伸
妓
す
る

･-I,北
操
作
1-
t3
が
長
く
連
続
す
る
暗
佐

相
の
生
育
か
衰
ふ

ろ
故
に
臼
か
ら
伸
長
も
衷
ふ
る
な
･O
O
又
艮
日
操
作
に
て
は
壁
の
伸
長
は

i
峠
抑
制
せ
-E
る
1
ら
之
が
連
出
す
ろ
峠
は
堂

の
生
育
旺
盛
な
る
鵠
め
に
結
砧
に
於
て
輩
の
帥
長
が
良
作
J･)な
る
も
の

しヾ鮮
す
べ
し
｡

照
明
峠
桐
か
葉
色
.
L
l

及
は
す
影
蜂
を
見
る
に
照
-ij
峠
刷
か
良
き
稚
緑
色
は
洗
-
し
て
無
か
け
れ
ば
淡
-
な
る
な
り
.
而
し
て
操
作
朋
閥
が

長
卓
に
亘

れ
ば
八
帖
=i;
-
十
二
時
~
十
六
時
桐
畑
肌
S
附

.1炎
色
S
書
粍
な
認
U
る
な
･リ
0

短
日
操
作
は
砧

の山
紡
.筈
+
.C3
ろ
こ
rJ)耽
軌
の
帥
し
｡
而
し
て
瓜
も
布
効
な
る
山
地
促
進
は
粒
日
操
作

一甘柿税
別
に
開
始
し
~
開
花
す
る

迄
地
殻
す
る
に
あ
り
｡

か
-
す
れ
ば
自
然
伯
判
に
比
し
て
三
六
･I
叫
二
日
も
;+
く
地
軸
｣.-
O
,
二
.あ

り
｡
若
し
..～.py
作
用
楯
が
巡
れ
て
挿
糾
明

･'-な
れ
ば
促
紬

山砂
灘
は
減
じ
~
顎
.J
八
H
,}
入
･J
て
糊
姉
小J
ば
益
々
姓
那

坊
は
小
,n
な
り
九
月
に
入
り
て
開
始
す
れ
ば
効
が

.7
)O
生
育

の
早
朝
り
操
作
は
油
軌
J
わ
･rlI芯
ふ
む
な
く
し
て
I

l
伯
に
知
日
柁
作

S悦
姑
は
す
き
和
出
櫨
縦
鵜
の
軌
範
あ
:
tJ
貼
る
九

は

そ
れ
だ
け
北

効
果
を
減
ず
る
L6り
O

岱

代朋
の
み
を
短

日

,I
)な
せ
ば
HI､
組
空

一回
に
介
ら
第

1
刷
は
極
め
て

;+

-
~

第

二
桝
は
反
っ
て
迎
き
こ
'[こ
州
に
既
述

日加
L
Cl

次
に
長
日
操
作
の
船
脚
,1
つ
き
て
考
査
せ
ん
に
共
闘
妬
別
か
摘
祉
肌
~
挿
秋
別
久
は
八

日
早
々
J:lt
る
ら
以
後
拙
作
一tL,連
朗
す
れ
は
い
綾
な

し
て
不
能
な
ら
し
め
或
は
嘩
ら
し
む
｡
九
月
に
人
ら
は
山
地

ST準
仙
終
れ
る
峠
な
る
故
に
=
拙
抑
別
の
劫
北
淡
L
O

苗
代

や
t･女
真
H
.､rL
或
は
晒
種
別
よ
わ

へ
=
如
よ
で
の

みを
浸
｡=JF】こ
し
て
､
茶
以
後
を

自
然
舶
秋
山
状
態
に
駁
T･N,ば
数
日
山
砲
な
迎

･｡
し
む
る
の
み
に
し
て
拡
延
の
影

堺
は
少
山j
L
O
ru
れ
ば
不
出
姐
に
終

b
し
め
.さ
る
柑
蚊
に
て
督
通
よ
り
数
日
出
柚
▲ぜ
し
て
泥
ら
し
め
ん
T,)

楢
の
フ
ォ
･L
ペ
-
オ
ヂ
ズ
ム
に
朗
す
る
･S
酸
的
叫
兜

(第

丁
報
〕

二
1
七



柏
の
フ
ォ
･L
ベ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
関
で
る
･34除
的
研
究

(第
1
報
)

二
7
八

せ
ば
職
種
朋
よ
り
操
作
々
始
め
八
月
始
ま
で
漣
鎖
し
､
長
日
'(,な
し
て
其
後
を
自
然
に
絹
へ
す
べ
L
O

短
.日
ー
又
長
日
が
相
の
山
柚
な
促
進
叉
は
退
廷
す
る
が
故
に
白
か
′･C穀
粒
の
伐
熱
々
し
て
同
じ
-
促
進
又
は
過
埴
す
る
こ
r')1ご
ふ
迄
も
無

し
｡
穀
収
丑
に
及
は
す
影
響
は
賃
輪
中
の
障
害
に
よ
り
て
_別
か
Pr)な
し
は
ざ
り
L
は
遺
憾
な
り
｡

四
'
永
年
連
綿
粧
聴
照
明
か
出
稔
性
に
及
掻
す
影
野

招
な
は
荘
葡
照
明
の
も
r/,
.}
田
け
ば
相
称
は
よ
-
繁
茂
す
れ
.;)生
稚
券
官
は
倦
宵
せ
ず
し
て
出
穂
を
見
ざ

る
こ
rr)前
述

の卯
-
に
し
て
他

の
研
究
者
に
よ
り
て
も
同
様
鐘
表
せ
ら
れ
し
所
な
る
が
'
著
者
等
は
此
不
出
穂
の
株
を
ば
避
#
,越
年
せ
し
め
柏
わ
す
水
年
取
燕
渦
剛
な
な
し

た

ろ
峠
は
蓮
に
共
生
姉
巻
･..i.を
作
る
地
力
を
全
-
失
t
)て
､
た
'])ひ
後
に
中
衛
の
自
然
伯
明
仁
牧
蹄
せ
L
U
る
も
HI
措
す
る
こ
,I)服
は
ざ
る

か
或
は
1
度
平
常
に
締
れ
ば
数
年
後
に
て
ら
常
型
の
如
-
出
穂
す
る
も
の
な
る
か
は
研
究
に
暁
た
ぎ
れ
ば
何
人
も
断
定
す
る
こ
.F'旭
は
tyt'る

研
な
り
｡
よ
り
て
前
肥
満
.<
韓
の
箆
椴
に
よ
っ
て
昭
和
凶
年
八
E
:以
後
昭
和
六
年
六
月
慈
悲
権
油
紙
照
明
.I)な
し
て
六
月
三
十
日
に
端
株
な

平
分
に
分
割
し
て

-
牛
は
自
然
照
明
に
蹄

へ
し
他
の

一
半
は
佃
椴
概
し
て
乾
布
肘
明

り･J
rr)に
旺
さ
て
封
服
に
供
せ
り
｡
然
る
に
自
然
照
明

の
ら
rrbに
蹄
へ
し
た
る
株

(
株
介
し
た
ろ
l
牛
)
は
全
-
常
型
の
椙
の
如
-
出
穂
し
て
桔
･tTH
L
普
通
相
pr)典
ら
す
.
而
し
て
他
の

一
半
は
花

穂
洞
明
に
あ
る
が
故
に
依
然
.JJし
て
今
日
に
至
る
迄
出
穂
す
る
こ
'J,な
し
.
よ
り

て過
去
二
由
の
王
に
不
出
穂
状
憩
に
あ
り
L
は
熊
拙
攻
暁

に
伴
ひ
て
株
が
項
は
せ
る

一
時
的
の
生
理
変
化
に
し
て
此
弊
化
は
植
物
膿
円
に
蜘
定
す
る
こ
rr)な
し
｡
其
株
一
代
に
さ
へ
帆
走
せ
ざ
る
が
故

に
勿
論
過
偉
す
べ
き
現
象
に
あ
ら
ず
｡
自
然
の
磁
境
に
牧
す
れ
ば
叉
此
不
?.触
性
は
滑
失
し
て
相
の
生
理
現
象
は
常
習
に
租
師
す
る
な
り
｡

･d
-
相
株
が
那
分
的
に
覚
る
-
長
短
日
操
作
が
楢
の
生
育
及
出
穂
に
及
緑
す
滋
呼

一
植
物
金
牌
が
長
日
或
は
短
日
に
丑
か
ろ
1
時
は
之
に
腰
じ
て
雑
物
4
:層
に
軽
調
な
釆
た
し
全
便
が
フ
ォ
ト
'4
-
オ
デ
.ス
ム
の
韓

な
貿



-
る
二
'/)は
凍
て
言
を
侠

il
ざ
る
が
滋
に

1
柄
物
の
U山
部
ウ

ル
長
日
或
は
短
日
に
芯
か
る
1
時
は
准
nT=
郎
が
如
何
な
る
変
化
を

重
し
且
つ
之

が
他

3､1節
分
,J!如
何
な
る
杉
世
々
及
は
し
経
っ
て
金
牌
か
如
何
.J
壁
化
す
る
か
は
研
究
す
べ
き
傾
岨
あ

り
0
之
に
臓
し
て
が

ル
ナ
-
及
ア
ラ

ノヽ

ー
ド
氏

等
eL
(

一
九
二
五
)の
面
白
き
傑
敏
例
あ

り
O
氏
等
は

C
.sm
.s
sulphureu
s

C

av.
な

糊
t

･I
株
を

ば
上
下
に
拓
別
し
て
畢

Jh
Lる
日

照
暗
.=iE
,｣
曝
し
た
ろ
峠
の
滋
伸
な
せ
峻
せ
り
.
先
づ
株

S下
部
な
は
短
日
に
.
上
部
々

長
日
に
胸
し
た
O
O
然
る
所
上
下
に
よ
り
て
開
花
朋

を
大
に
典

に
せ
り
｡
始
め
'f･部
に
早

-
開
花
し
た
れ
P.i,上
榊
は
開
花
せ
ず
し

て典
養
頗

竹
の
発
育
盛
ん
な
り
0
中
途
に
此
株
な
骨
油
の
拙
僧

に
出
し
た
る
に
依
然
下
郎
は
開
花
し
た
れ
.';,上
郡
は
開
花
せ
ず
O

さ
れ
.7,後
に
n
照
の
短
-
な
り
た
る
帖
に
上
部
は
始
め
て
開
花
せ
り
｡
色

別
の
貨
散
に
て
抹

0..1上
部
々

T
O
峠
榊
､
下
部
を
全
E3_
伯
に
叩
き
し
め
た
り
｡
そ
の
結
果
上
部
に
開
花
し
た

れ
r'7,下
部
に
は
開
花
せ
ず
｡
暗

黒
の
境
よ
り

1
吋
下
の
所
に
は
花
を
札
た
り
｡
さ
れ
.ご
後
に
は
下
郡
に
も
花
を
着
け
た
り
J

叉
右
Pr)反
対
に
上
部
を
金
口
肘
に
骨
は
し
め
下

郷
は

l
O
峠
糊
日
照
に
倉
は
し
め

Lに
下
部
に
は
サ
-
開
催
し
た
れ
,7)-
上
部
は
過
J
､迄
開
花
せ

ず
.
叉

li
味
な
上
､
中
､
下
の
三
部
fLl
介

ち
て
中
郡
は
金
口
照
'/)し
て
上
郡
rr)下
部
',Jを

1
0
時
凧

H凧
rr,
な
し
た
る
に
上
部

L
r

,下
郎
rrJ
に
は
阜
･J
開

花
L
i
'-ち
か
申
邪
に
は
花
々
見

ず

｡
反
射
に
中
部
の
み

1
0
時
日日
日
照
p,)し
上
部
及
下
部
に
普
通
の
∩
滞
暗
黙
PH
な
し
た
る
に
中
部

St付
に
L
i-
開
花

し
た
り
0
か
-
の
如

-
長
日
､
短
日
の
部
分
的
滋

蛸

は
明
蛸
に
隔
別
さ
る
P,)T石
ふ
｡

第
山(
串
に
て
述

べ
し
か
如

-
著
者
等
は
招
株
に
つ
き
て
オ
ル

ナ
I
P
ア
ラ
ー
ド
氏
等
の
如
き
甥

愉
々
な
せ
り
0
即
ち

]
株
を
左
名
に
lE
介

し

1
平
は
八
幡
糊
照
_判
･,一し
他

S
一
や
を
遭
准
州
明
P,ェ
仏
し
て
部
分
的
に
rE
朋
峠
糊
を
妹
に
し
た
り
.
其
結
果
八
畔
糊
照
明
の
部
分
は
別
個

の
濁
立
せ
る
八
時
桐
畑
明
株
'/義

-
同
じ
き
現
象
を
dT
L.し
て
､
草
丈
は
小
~
分
地
小
~
炎
色
淡
な
る
の
み
な
ら
ず
自
然
照
明
に
先
ij
つ
こ
P,)

約

1
ケ
月
前
に
出
穂
し
て
結
資
せ
り
｡
之
に
反
し
て
詫
稚
照
桝
に
昏
ひ
し
那
分
は
草
丈
大
､
分
雄
大
-
発
色
池
に
し
て
輩
変
は
よ
-
繁
茂
し

桐
の
フ
ォ
ト
ペ
-
オ
ヂ
ズ
ム
に
淵
す
る
東
除
的
研
究

(紡

1
報
)

〓
1
九



栂
の
フ
ォ
ト
ペ
ワ
オ
ヂ
ズ
ム
に
卵
す
る
状
妙
的
軒
究

(妨
f韓
)

二
二
〇

た
れ
,rJ速
に
不
出
穂
に
終
れ
る
こ
,I,弼
屯
せ
ち
な
稚
棚
状
株
に
於
け
ち
PJ,全
-
同

じか
り
し
｡
さ
れ
ば
沼
に
於
け
ら
筏
敵
の
軒
先

は
コ
ス
モ

ス
に
於
け
る
桔
県
rJ)同

1
な
り
｡

l
縦
物
憶
は
根

の
末
端

L{
り
袋
の
北
端
量
'J
抑
聯
附
せ
る
右
農

に
し
て

一
都
に
生
産
せ
ら
れ
し
過
剰
含
水
炭
素
は
移
弛
し
て
他
の
不
足

せ
る
部
分
･ぜ補
ひ
~
渦
刺
に
吸
収
せ
る
窒
素
化
合
物
は
他
.J
移
植
し
て
金
牌
に
融
和
せ
る
統

一
的
の
炭
室
比
を

な
す
か
細
-
l
部
分
の
騨
宵

の
良
否
は
や
が
て
仙
uJ
部
分
に
W彬
513し
て
各
部
紺
紺
牽
制
す
る
も
の
1
如
-
考

ふ

る
な
せ
沌
･.16
･り
r',丁
｡
兆
し
て
然
ら
ば
1L
郡
が
■粗
目
操
作

の
滋

･S
:な
守
りリ
､

JL
部
が
長
日
拙
作
な
巧
-
る
帖
は
鳴

りT.
郡
に
て
互
に
苛
介
は
移
持
し

て
各
部
均
衡
を
保
ち
､

Qi
技
に
生
育
し
≠
つ
殆
ん

･i)同
時
に
出
枯
す
べ
き
も

のな
る
べ
し
｡
然
る
に
車
性
は
右
に
反
し
て
全
然
然
ら
ざ
る
を
訟
む
｡
糾
旭
日
操
作
な
受
け
し
部
分
'rJ長
u
棟
作

を

愛
T;
し
部
分
'/しは
全
-
粘
れ
る
濁
す
■稗
の
如
き
連
打
及
伯
任
紙
牝
を
起
は
し
た
り
.
さ
れ
ば
捕
物
班
S
各
印
は
舟l
蛸
的
沸
せ
化
な
有
し
､

川
井
に
掛
迎
S
･利
か
ざ
る
も

S
r,J耶
す
べ
し
｡
用
花
硯
血
は
和
物
終
内
の
淡
紫
比

の細
長

分
上
S
帖
輝
が
或
る
特
定
の
状
態
に
藩
し
た
ろ

帖
.L1
起
る
も

Sな
り
PrJす
れ
ば
植
物
班
円
の
登
分
不
敵
姐
性
に
よ
･

C
.て
杭
郡
的
6
フ
ォ

ト
']
-
オ
デ
.ス
ム
銀
糸
を
説
:=J

=-3
る
な
り
O

六
､
出
穂
S
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

絹

Sフ
ォ
-
ペ
-
オ
γ
ズ
ム
は
=t:=種
柏
に
;/

中
､
晩
生
､
産
地
の
風
土
等
に
よ
り
て
=輿
る
か
故
.1
山
砂
-盲

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
に
は
地

ノヽ

方
的
に
品
篠
別
に
性
根
せ
ざ
る
べ
か
･1.-Jず
｡
軒
家
氏
印
は
性
羽
支
勘
に
て
之
に
搬
し
て
Jtj
験
し
1-f
敏
宇
塚
作
り
た
り
｡

著
番
等
が
前
述
数
IB
iの
ぽ
験
に
於
て
旭
､
軸
力
､
吉
備
触
､
日
の
川
選
等
の
晩
生
租
に
つ
き
て
拙
作
糊
始
別
pr)?.抽
調
節
P,I)の
陥
怖
々
札

た
る
結
鵜

を

練
括
し
怪
傑
上
の
参
考
にこ
笥
せ

ん

',
二
㌔

他

生
棟
に
て
五
JH
上
F
叉
中
旬
に
肺
唖
L
t

六
日
下
旬
よ
り
七
H
上
旬
迄
に
挿
秋
し
､
九
月
上
旬
乃
垂
中
旬
に
出
触
す
る
rr)
せ
ば
八
･g
Ⅲ



右
は
倉
倣
に
於
け
る
繊
細
に
し
て
た

,J
I.
ひ
同

1L
品
種
に
て
i
地
力
に
よ
り
出
軸
促
進
ー
拡
延

り紙
状
は
舛
な
る
故
に
地
方
的
の
性
版
を
磐

す
る
は
言
ふ
迄
も
維
…し
｡

相
の
フ
ォ
ト
べ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
園
丁
ろ
貿
蛤
的
研
究

ハ節

]
珊
)



七
､
苗
代
別
･IiEiを
折
や
し
､
前
半
駄
々
八
時
1-ll
肘
5
-
後
半
朋
を
悲
報
胴･.I:桝
p,)
な
せ
ば
出
払
朋
一J
読
憲

埠
な
.わ
も
~
前
半
別
々
毘
硬
照
聖

後
や
朋
を
八
暗
闘
照
明
rr)な
せ
ば
出
払
は
遅
ら
1
な

見
た
り
｡

八
､
摺

S生
育
中
に
十
五
日
開
披
確
照
明

pr)な
せ
ば
其
朋
仙
中
に
草
丈
の
伸
長

は
阻
害
せ
ら
る
｡
珠
に
伸
長
朋
に
於
て
文
影
甥
は
著
し
.
文

相
の
生
育
中
に
十
五
日
榊
五
畔
閑
jg
･.明
rr)な
せ
ば
北
別
冊
に
著
し
-
草
丈
は
伸
長
す
(}
株
に
分
非
後
や

朋
よ
り
伸
長
朋
欄
に
於
て
其
伸
長

は
大
な
り
｡

九
'
さ
れ
.7)相

の生
育
中
に
逆
相
的
に
長
日
操
作
な
な
せ
ば
結
局
椙
の
草
丈
は
伸
び
薬
絃
浪
紐
i
),I)
な
り
､
連
鎖
的
に
短
口
操
作
を
な
ぜ
は

其
朋
榊
の
良
き
程
楢
の
伸
長
は
寄
せ
ら
れ
'
魂
は
淡
紐
色
叉
は
頻
緑
色

Jヾな
り
て
生
育
は
嚢
ふ
｡

l
O
t
相
の
生
宵
中
の
十
五
日
問
氾
禰
照
明
は.分
礎
に
滋
呼

を
及
Jは
さ
す

rJ

久
五
時
問
照
明
は
分
嘩
朋
に
分
雄
を
少
し
-
阻
器
す
る
か
如
き

J
伸
長
朋
に
於
て
は
分
礎
に
影
畔
輝
き
が
抑
し
｡

二

､
椙
の
生
育
中
に
十
五
日
晃

常
州
朋
,,)
な
せ
ば
山
地
一甘
し
て
退
ら
し

.L･1｡
こ
,JJ
に
仲

良

珊
乍
朋
の
柁
件
の
燈
哲

は
恩
も
大
に
し
て
自

然
照
明
に
比
し
て
十
八
日
洩
ら
し
め

に
り
っ
又
伸
長
後
半
馴
S
･操
作
は
出
紬
な
し
て
六
日
附
巡
ら
.し
ひ
ろ
の
み
な
ら
ず
不
揃

rr)
な
す
.

一
二
'
分
塊
朋
に
於
け
る
十
五
日
冊

の五
呼
冊
雌
ISj
は
山
紬
を
二
朋
に
分
′｡
萌

!
朋
拙
紘
一甘
草
だ
;+
-
す
る
.[
一同
峠
に
第
二
聞
出
紬
な
し
て

反
っ
て
遅
ら
し
め
出
紬
な
捲
.,1
不
揃

～
な
し
た
り

｡

こ
の
串
は
苗
代
朋
1-日
の

知
日
操
作
の
結
泉

,(,同
じ
｡

一
三
'
仲
長
所
や
朋
の
十
五
日
冊
.･;'峠
糾
tm
…朋
は
i;
柚
な
少
し
-
jL
め
た
る
が
伸
長
後
半
朋

の操
作
は
出
轍
を
;i･
し
ろ
二
,I)妹

し
｡

一
個
~
仲
良
朋
り
十
五
日
制
溌
席
脚
…明
は
粗
米
の
成
約
を
甚
だ

迎
-
し
て
其
完
納
州別
を
桝
･O
か
一｣
.5.･jJ
U
ろ
こ
,F'旭
は
ず
｡
従
っ
て
叡
収
蕊
は

甚
少
な
し
｡
さ
れ
,;)
荘
生
産
は
放
っ
て
大
ハ仏
･;･｡

相
の
フ
ォ
ー
.へ
-
オ
ヂ
ズ
ム
に
踊
す
る
繁
紐
的
研
究
｢

第

7
鞘
)

二
二
ヨ

｢



相
の
フ
ォ
ト
.へ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
関
す
る
･1g

漁
的
研
究

(妨

1
報
)

二
二
四

l
五
~
結
性
別
の
正
確
榊
S
.
J
も
粉
末

の成
熟
を
甚
だ
過
-
し
て
共
完
黙
朋
を
.:q
･
j
か
に
誰
し
ろ
こ
,/)能
は
ぎ
-1
IL
｡

1
六
､
出
穂
偶
成
に
結
密
朋
の
㍑
聴
照
刷
も
撤
収
允
を
減
じ
罪
生
産
一ぜ
伸
す
の
傾
向
あ
れ
,7
'

-
･
其
軸
比
は
伸
長
胤
..11化
し
て
葦
怪
物
な
り
Q

分
碓
朋
に
於
げ
そ
従
簡
州
別
は
石
の
如
き
幼
稚
な
る
岩
雌
な
及
ほ
さ
す

o

l
七
､
生
育
中
の
十
五
日
聞
九
時
冊
恨
明
は
滋
収
丑
を
減
す
O
而
し
て
顎
生
産
を
放
っ
て
噌
す
城
合
多
し
｡

1
八
､
短
日
法
に
て
招
再
出
柚
を
早

め
ん
rr)せ
ば
成
る
可
-
早
-
着
手
し
､
蛇
る
朋
川
良
一!
連
糾
せ
ざ
ろ
べ
か
ら
す
｡
操
作
着
手
廻
る
れ
ば

過
る
1
稚
?.
柚
促
進
.,S
劾
北
は
減
JT.I,｡

.I
九
~
八
時
川
見
十
二
柿
間
の
短
日
操
作
杭
は
粥

の上-1
細
々
早
Ur
｡
珠
に
頂
椎
朋
よ
り

開
花
闇
迄
操

作
を
連
如
し
た
る
峠
,J
最
-･･.
=.軸
促
進

の
劫
紫
あ
り
で
中
生
種
､
岨
良
和
に
て
は
一
ケ
H
‥ハ
至
二
ケ
月
も
山
地
を
LL
め
LL
咋
準

Ll
て
J
基
日
放
少
な
け
九

ri,出
穂
な
早
く
す
'･7

二〇
､
十
六
峠
附
照
ISj
又
拙
稚
脚
桝
は
姉
川
な
る
蜂
制
に
和
地
十
る
も
之
を
並
繊
巧
れ
ば
山
地
を
巡
ら
す
か
退
化
柚
を
山
す
か
或
は
全
く
不

出
軸
rr)な
す
｡
数
日
出
穂
追
越
の
篤
め
に
は
肺
輔
朋
よ
り
八
円
始
よ
で
良
日
P,)
な
し
~
以
後
は
自
然
に
蹄
へ
す
べ
し
.

二

一
､
相
月
又
長
日
裸
作
は
S.日独
を
早
め
戒
は
追
′､
す
る
■か
故
に
白
か
ら
故
の
成
仙
川な
早
め
蛇
は
過
く
す
｡

l
二
1'
永
年
迎
耕
し
て
諮
L楯
用
例
'[)な
せ
ば
鰐
は
不
;
触
な
れ
,'7,扱
年
後
に
*
J株
の

一
部
分
を
利
き
で
自
然
m
州側
の
紙
悪
に
坪山
け
ば
再
び
紙

型
の
如

く
S.軸
し

て
結
任
す
O

二
三
､
梢
の
頻
々
柄
介
し
､

一やを
無
口

(
八
時
問
)
に
毘
き
､

山
牛
を
荘
聴
照
明
に
芯
き
左
わ
に
知
日
操
作
の
饗
は
帰
か
-
分
聴
小
'
薬

色
は
淡
-
､
氾
軸
桔
昏
牛
か
り
L
が
､
逆
稚
順
明

S輩
は
草
丈
長

く
'
分
雄
大
､
態
色
濃
-
し
て
不
出
柑

p1終
り
た
り
｡

二
g
3'
椙
株
の

.i
部
分
は
他
の
部
分
の
生
山.;
開
花
等
を
牽
制
す
る
こ
'/)な
-
し
て
~
全
1
猫
文
殊
の
如
き
現
故
な

隻
す
.
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寓 奥 英 一

岸外夜間照明の状況例

冬季には榛内にて夜間照明をナよすo
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寓 異 其 四 品 柿 紳 カ
B A

椙の粒々の生育期に於ける照明蒔i-LHの長短が群のLtti鮮暗期に及ぼす影野

(昭和五年九月二十七日智東彩)

A･分娃期の前'=P期(七月八円-t:月二十三日)の班夜的明 九月十三日出醇始

B･分垂期の'&年期(七月二十三rl一八月七日)の倣夜照明 九月十三l可出括始

a.仲長期7)前半期(八月七I]一八月廿=l])の鮭夜照明 九月廿六l].lti幽始

D.伸長糊の後半期(八月廿二円一九月六日)のn夜照明 九月十五日出蝕始

E.t粥些 婁夜自然の状態 九月八日出挿始
F･分費糊の前年期(七月八日一七月廿三日)五矧IEIl照明 八月廿ニEIに筋一期

..h穂始 九月十日に第二期出健治

G･分車期の後年期(七月廿三円一一ノ＼月七日)五相聞照明 八月二十三日に筋一

期出穂 九月十FI第二糊出.岸輸
11･伸長期前牛期(八月七EI-八月廿二日つ五時間照明 九月六日出穂始

T･仲長期後半期(八月廿二日一九月六日)五矧捌矧明 九月九日他称始



果 異 共 五 品和 吉備穂敦 旭

昭和四年八月十二Flより笥日八矧'Jq照明､盤夜照明及自然照明(牒準)に

よりて相の生育及出獄を見たり｡

左=朕 自然照明 九月十二､三日地軸始

中二抹 八柑旨=_1照 九月四､六日に出健始

右二株 EE夜照明 十月六t:1に退化轍を一二本出す｡

(昭和四年九月十四日根野)



馬 具 其 六 品 種 他

生夜照明の償めに出轍遅れ十月六日に一株に一二本退化せる磯を出し

たれど開花せず｡ し昭和四年十一月十一日投影)





岩 鼻 其 八 品 柿 旭

･̂昭和四年八月十=F二Iより現今まで'豊夜照明のもとにあり､塀親等の矯

めに壁掛を大に政せりo

tl･昭和四年八月十二日より昭和六年六月三十日進聖夜照明のもとに荘き
てヽ仝El其株の一部分を裂きて自然照明73もとに婦へしたりヽ 九月問
日に出穂.して結繁Tること常の如Lo (昭和六年十一月-Fl損影)
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馬 奥 其 九 .t..',ftTII吉備租 及地

相陳を左右に二分して-′卜を午接三時よりM.u午前五時迄十六時間 トタ

ンの筒にて盃ひて光線を遮断す､他の-lJILは丑間は日光に夜間は電光に

照さるO. く昭和六年九月十二Fl撮影) .
tT
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